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文
久
・
元
治
年
間
に
お
け
る
三
条
実
美
の
歴
史
的
位
置 

　
―
長
州
藩
領
滞
在
期
に
着
目
し
て
―

赤　

井　
　
　

誠

要
旨　
近
年
、
三
条
実
美
の
評
価
の
見
直
し
が
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
本
稿
で
は
そ
の
研
究
動
向
も
踏
ま
え
つ
つ
幕
末
政
局
（
文
久
・
元
治
年
間
）
に
お
い
て

三
条
が
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
っ
た
の
か
を
、
三
条
が
京
都
を
離
れ
て
長
州
藩
領
に
滞
在
し
て
い
た
時
期
に
焦
点
を
当
て
、
考
察
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　

三
条
は
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
の
五
月
に
政
治
活
動
を
開
始
し
て
以
降
、
朝
議
改
革
派
の
公
家
と
し
て
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
る
。
だ
が
、
長
州
・
土

佐
両
藩
の
過
激
派
な
ど
と
親
密
な
交
流
を
交
わ
し
て
い
た
三
条
は
、
朝
廷
に
お
い
て
「
即
時
攘
夷
」
論
を
標
榜
す
る
第
一
人
者
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

京
都
か
ら
離
れ
て
い
た
時
期
（
亡
命
期
）
の
三
条
に
対
す
る
眼
差
し
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
の
八
月
一
八
日
の
政
変
で
、
三
条
及
び
彼
と
共
に
西
下
し
た
六
名
の
公
家
（
七
卿
）
た
ち
は
「
攘
夷
」
実
現
の
た
め
、
様
々
な
周

旋
活
動
を
展
開
す
る
。
長
州
藩
領
に
滞
在
し
た
三
条
ら
は
、「
国
事
」
に
関
す
る
「
人
的
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網
を
構
築
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
西
国
地
域
を
中

心
に
展
開
さ
れ
て
は
い
た
も
の
の
、
東
国
地
域
も
一
部
視
野
に
入
れ
た
広
範
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

　

ま
た
、
三
条
ら
（
五
卿
）
の
長
州
藩
に
お
け
る
立
場
は
禁
門
の
変
を
契
機
に
一
変
し
、
長
州
藩
内
の
尊
攘
派
と
共
に
苦
境
に
立
た
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
藩
政

か
ら
尊
攘
派
を
追
い
落
と
す
動
き
が
本
格
化
す
る
と
、
三
条
ら
は
そ
の
状
況
の
巻
き
返
し
を
図
る
た
め
の
周
旋
活
動
を
展
開
す
る
。
一
方
、
こ
の
頃
に
は
三
条

ら
の
身
柄
を
巡
り
、
長
州
諸
隊
と
藩
政
府
の
間
で
対
立
が
起
き
て
い
た
（
五
卿
身
柄
移
転
問
題
）。
こ
の
問
題
解
決
の
た
め
の
周
旋
活
動
を
、
薩
摩
・
筑
前
両
藩

は
展
開
す
る
が
、
こ
の
こ
と
を
契
機
に
両
者
は
距
離
を
接
近
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は
三
条
の
存
在
が
「
人
的
」
交
流
を
促
進
し
た
好
例
だ
ろ
う
。

　

以
上
、
本
稿
の
検
討
か
ら
は
、
慶
応
期
（
太
宰
府
滞
在
期
）
の
三
条
の
政
治
的
位
置
や
明
治
維
新
史
に
お
け
る
七
卿
落
ち
の
歴
史
的
意
義
を
明
ら
か
に
す
る

際
の
、
基
礎
的
事
実
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
三
条
実
美
、
七
卿
、
五
卿
、
長
州
藩
、
筑
前
藩

（縦組み　逆丁

(1)

22-12-187　(01)_逆丁縦組_赤井誠様_178号.indd   1 2023/03/17   15:42:35



は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
長
州
藩
領
滞
在
時
（
文
久
・
元
治
期
）
に
お
け
る
三
条
実
美
の
政

治
的
再
評
価
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
三
条
は
幕
末
維
新
期
の
政
局

に
お
い
て
重
要
な
位
置
に
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
十
分
な
評
価
が
行
わ
れ
て

こ
な
か
っ
た
。
薩
摩
藩
・
長
州
藩
と
い
っ
た
西
南
雄
藩
と
近
い
距
離
に
あ
っ
た

に
も
関
わ
ら
ず
で
あ
る（

１
）。
本
稿
で
は
こ
う
し
た
研
究
状
況
を
踏
ま
え
、
三
条
が

京
都
を
離
れ
て
い
た
時
期
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
当
該
期
の
政
治
社
会

に
三
条
が
及
ぼ
し
た
イ
ン
パ
ク
ト
を
幕
末
の
国
事
周
旋
運
動
と
の
関
連
性
か
ら

論
じ
た
い
。

　

ま
ず
、
亡
命
期
の
三
条
と
近
い
距
離
に
あ
っ
た
薩
摩
・
長
州
・
筑
前
の
三
藩

の
国
事
周
旋
運
動
の
研
究
の
流
れ
な
ど
を
概
観
し
て
い
き
た
い
と
思
う
が
、
そ

の
前
に
「
国
事
周
旋
」
の
定
義
に
関
し
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。「
国
事
周
旋
」

の
定
義
に
つ
い
て
言
及
し
た
研
究
は
少
な
い
が
、
例
え
ば
井
上
勲
は
国
事
周
旋

運
動
に
お
け
る
「
国
事
」
と
は
外
交
・
朝
幕
間
で
発
生
し
た
政
治
問
題
で
あ
る

と
す
る（

２
）。
ま
た
、
天
野
真
志
は
「
国
事
周
旋
」
の
「
周
旋
」
の
定
義
を
そ
の
語

義
を
踏
ま
え
て
、「
政
治
段
階
に
応
じ
て
活
動
目
標
を
更
新
し
、
分
裂
し
つ
つ

あ
る
多
様
な
空
間
を
取
り
結
ぶ
」（
二
三
三
頁
）
も
の
で
あ
り
、
幕
末
の
政
局

に
お
い
て
「
多
様
な
主
体
や
主
張
を
取
り
結
ぶ
「
周
旋
」
を
目
的
化
す
る
こ
と

で
自
己
の
行
動
を
正
当
化
し
、
広
範
な
政
治
的
関
係
を
形
成
し
て
い
た
」（
三

頁
）
行
為
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る（

３
）。
こ
う
し
た
天
野
の
指
摘
は
非
常
に
示
唆

に
富
む
も
の
で
あ
り
、
本
稿
に
お
け
る
国
事
周
旋
運
動
の
定
義
は
天
野
の
指
摘

に
依
拠
す
る
も
の
が
大
き
い（

４
）。

　

さ
て
、
そ
れ
で
は
以
下
に
薩
摩
・
長
州
・
筑
前
の
三
藩
の
国
事
周
旋
運
動
の

研
究
の
流
れ
を
確
認
し
た
い
。
ま
ず
は
筑
前
藩
の
国
事
周
旋
運
動
に
関
す
る
研

究
に
つ
い
て
だ
が
、
そ
の
代
表
例
と
し
て
梶
原
良
則
の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る（

５
）。

ま
た
、
五
卿
の
身
柄
移
転
問
題
の
詳
細
を
筑
前
藩
士
の
動
向
か
ら
描
い
た
井
上

忠
の
研
究
の
存
在
も
挙
げ
て
お
き
た
い（

６
）。

　

次
に
薩
摩
藩
の
国
事
周
旋
運
動
に
関
す
る
研
究
史
に
つ
い
て
だ
が
、
全
て
を

列
挙
す
る
の
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
た
め
そ
の
一
部
を
挙
げ
る
と
、
佐
々
木
克
・

町
田
明
広
な
ど
の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
。
町
田
・
佐
々
木
は
各
時
期
に
お
け
る

薩
摩
藩
の
国
事
周
旋
運
動
の
実
態
を
検
討
し
て
い
る
が（

７
）、
そ
の
特
徴
に
つ
い
て

佐
々
木
は
自
藩
の
藩
是
に
基
づ
い
て
「
朝
政
・
幕
政
改
革
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

政
治
活
動
を
一
貫
し
て
行
っ
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
町
田
は
薩
摩

藩
が
行
っ
た
国
事
周
旋
運
動
の
一
環
で
あ
る
征
長
軍
の
解
兵
に
つ
い
て
、
支
藩

の
岩
国
藩
へ
行
っ
た
政
略
が
薩
長
両
藩
提
携
の
嚆
矢
に
な
っ
た
と
指
摘
し
て
い

る（
８
）。

　

最
後
に
長
州
藩
の
国
事
周
旋
運
動
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
長
州
藩
の
国
事
周

旋
運
動
の
詳
細
に
関
し
て
は
、
長
州
藩
の
「
即
時
攘
夷
」
へ
の
藩
論
の
転
換
は

薩
摩
藩
へ
の
対
抗
意
識
か
ら
起
き
た
事
象
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る（
９
）。
さ
ら
に
こ
う
し
た
研
究
の
蓄
積
を
踏
ま
え
て
、
田
口
由
香
は
航
海
遠
略
策

か
ら
「
破
約
攘
夷
」
へ
の
藩
論
の
転
換
に
至
る
ま
で
の
長
州
藩
の
動
向
を
描
い

た（
（1
（

。

　

ま
た
、
近
年
に
お
い
て
三
条
と
国
事
周
旋
運
動
の
関
係
性
は
着
目
さ
れ
て
お
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り
、
青
山
忠
正
は
三
条
の
存
在
が
薩
摩
藩
の
藩
戦
略
と
密
接
不
可
分
な
関
係
性

に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（

（1
（

。
ま
た
、
こ
う
し
た
指
摘
に
留
ま
ら
ず
薩
長

盟
約
の
周
旋
活
動
に
三
条
ら
が
関
与
し
て
い
た
事
実
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

が（
（1
（

、
そ
の
評
価
の
見
直
し
は
人
物
史
の
観
点
か
ら
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　

笹
部
昌
利
は
文
久
期
の
朝
廷
に
お
け
る
「
即
時
攘
夷
」
論
者
の
代
表
格
と
し

て
捉
え
ら
れ
て
き
た
三
条
は
、
あ
く
ま
で
朝
議
改
革
派
の
公
家
に
過
ぎ
な
か
っ

た
と
指
摘
し
て
お
り
、
周
囲
に
「
即
時
攘
夷
」
論
者
と
見
な
さ
れ
た
契
機
を
別

勅
使
任
命
に
見
出
し
て
い
る（

（1
（

。
ま
た
、
明
治
期
に
お
け
る
政
治
家
と
し
て
の
三

条
の
再
評
価
も
進
ん
で
お
り（

（1
（

、
三
条
に
対
す
る
人
物
評
は
修
正
が
図
ら
れ
つ
つ

あ
る（

（1
（

。

　

以
上
、
三
条
が
京
都
か
ら
離
れ
て
い
た
時
期
に
特
に
近
し
い
距
離
に
あ
っ
た

薩
摩
・
長
州
・
筑
前
の
三
藩
の
国
事
周
旋
運
動
に
関
す
る
研
究
、
三
条
の
政
治

的
評
価
な
ど
に
関
す
る
研
究
な
ど
を
概
観
し
た
。
こ
う
し
た
諸
研
究
に
お
い

て
、
三
条
と
国
事
周
旋
運
動
と
の
関
連
性
に
言
及
し
て
い
る
も
の
の
存
在
は
確

認
出
来
た
。

　

だ
が
、
ミ
ク
ロ
の
観
点
か
ら
三
条
と
幕
末
の
国
事
周
旋
運
動
の
関
連
性
に
つ

い
て
論
じ
た
も
の
は
確
認
出
来
な
い
。
そ
れ
は
、
長
州
藩
に
滞
在
し
て
い
た
頃

の
三
条
に
関
す
る
議
論
は
、
三
条
ら
の
身
柄
待
遇
問
題
に
ば
か
り
焦
点
が
当

た
っ
て
い
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
三
条
を
描
い
た
研
究
で

は
一
部
の
藩
と
の
関
係
に
言
及
が
さ
れ
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
他
様
々
な

諸
藩
と
三
条
が
ど
の
よ
う
な
関
係
性
に
あ
っ
た
か
は
触
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ

た
。
以
上
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
三
条
が
都
落
ち
し
て
い
た
時
期
（
文
久
三
年

～
慶
応
三
年
）
の
中
で
も
特
に
長
州
藩
領
滞
在
期
に
焦
点
を
当
て
、
三
条
が
都

落
ち
し
た
こ
と
に
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
っ
た
の
か
を
考
え
た
い
。
本
稿
に
お

け
る
議
論
を
通
し
て
、
従
来
の
明
治
維
新
史
研
究
に
お
い
て
は
っ
き
り
と
し
た

意
義
づ
け
が
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
七
卿
落
ち
と
い
う
事
象
に
つ
い
て
、
少
し
で

も
そ
の
研
究
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

第
一
章　

�

在
京
時
代
に
お
け
る
三
条
の
政
治
的
位
置 

―
文
久
期
を
中
心
に
―

　

本
章
で
は
、
三
条
の
人
物
像
を
理
解
す
る
た
め
に
文
久
期
に
お
け
る
三
条
に

対
す
る
眼
差
し
や
、
そ
の
政
治
思
想
の
一
端
に
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。
こ
う
し

た
作
業
を
通
し
て
、
彼
が
幕
末
政
局
の
中
で
着
目
さ
れ
た
背
景
を
理
解
す
る
一

助
と
し
た
い（

（1
（

。
な
お
、
本
稿
に
お
い
て
用
い
て
い
る
史
料
は
、
適
宜
旧
字
体
か

ら
新
字
体
に
改
め
た
。
ま
た
、
句
読
点
を
筆
者
の
手
で
振
る
必
要
が
あ
る
と
判

断
し
た
場
合
は
、
句
読
点
の
振
り
直
し
を
行
っ
た
。
史
料
の
引
用
を
省
略
し
た

際
に
は
そ
の
旨
を
記
し
て
あ
る
。

　

三
条
の
活
躍
と
し
て
特
に
知
ら
れ
る
の
が
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
の
冬

頃
に
始
ま
る
「
即
時
攘
夷
」
論
者
と
し
て
の
活
躍
で
あ
る
。
だ
が
、
三
条
の
史

料
上
に
お
け
る
政
治
活
動
の
初
見
は
、
文
久
二
年
の
五
月
一
〇
日
ま
で
遡
る
。

こ
の
日
に
三
条
は
朝
議
に
上
書
を
提
出
し
た
が
、
こ
れ
は
同
年
四
月
一
六
日
に

兵
を
率
い
て
島
津
久
光
が
上
京
し
、
朝
廷
（「
禁
裏
」）
に
建
議
を
し
た
こ
と
を

踏
ま
え
て
朝
議
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
三
条
は
、
こ
の
上
書
の

中
で
久
光
の
上
京
・
建
議
を
「
勤
王
之
志
」
あ
る
も
の
と
高
く
評
価
し
た
上
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で
、「
正
大
之
公
論
」
を
立
て
て
「
剛
直
之
御
処
置
」
を
行
う
べ
き
と
説
く
。

ま
た
、「
皇
国
之
維
持
」
の
た
め
に
も
朝
廷
は
「
賢
良
之
人
」
を
選
び
、
そ
う

し
た
人
物
に
「
執
柄
輔
弼
」
の
任
を
行
わ
せ
る
べ
き
だ
と
も
主
張
し
て
い
る（

（1
（

。

こ
れ
を
契
機
に
三
条
は
、「
若
年
な
が
ら
も
搢
紳
中
の
大
立
者（

（1
（

」
と
し
て
周
囲

の
耳
目
を
集
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
彼
が
摂
関
家
に
次
ぐ
家
格
（
清
華

家
）
で
あ
る
三
条
家
の
出
自
で
あ
る
こ
と
も
関
連
し
て
い
た
。
な
お
、
こ
れ
以

降
の
三
条
は
朝
議
改
革
派
の
公
家
と
し
て
の
立
ち
位
置
を
確
立
す
る
が
、
そ
れ

は
別
勅
使
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
時
期
を
契
機
に
変
化
を
迎
え

る
こ
と
と
な
る
（
後
述
）。

　

ま
た
、
三
条
は
文
久
二
年
の
七
月
に
江
戸
に
滞
在
し
て
い
た
山
内
容
堂
に
書

簡
を
発
し
て
い
る
。

　
　
［
史
料
一
］

　
　

一�

今
度　

勅
使
御
沙
汰
之
廉　

御
遵
奉
有
之
、
越
前
候
一
橋
候
ニ
も
大
政

御
預
謀
ニ
相
成
候
趣
、
国
家
之
御
為
誠
懼
誠
喜
之
至
候
、
兼
々
人
望
之

所
帰
万
民
仰
新
政
候
儀
と
存
候
、
内
密
伝
聞
仕
候
処
、
大
樹
公
賢
明
之

趣
、
国
家
之
大
幸
不
過
之
雀
躍
之
至
存
候
、
足
下
時
々
御
登
城
も
御
座

候
趣
、
御
政
務
御
相
談
も
有
之
候
哉
、
万
　々

皇
国
協
和
之
道
御
尽
力

奉
仰
候
、
方
今
戎
狄
猖
獗
之
折
柄
、
富
国
強
兵
之
術
専
務
と
存
候
、
吾

国
固
有
之
勇
武
を
以
戎
虜
を
屈
伏
せ
し
め
、
国
威
を
海
外
へ
輝
、
皇
国

長
久
安
綏
之
計
略
遠
図
時
勢
ニ
適
宜
之
良
策
可
有
之
、
何
卒
足
下
御
定

論
極
密
御
示
教
奉
冀
度
、
所
謂
書
生
論
ハ
実
地
ニ
施
か
た
き
事
も
可
有

之
候
、
井
蛙
之
陋
見
は
可
愧
之
至
存
候
、（
以
下
省
略（

（1
（

）

　

こ
の
史
料
の
傍
線
部
の
部
分
が
示
し
て
い
る
通
り
、
三
条
は
必
ず
し
も
「
即

時
攘
夷
」
に
固
執
し
て
い
た
訳
で
は
な
く
、
現
実
的
な
手
段
で
「
攘
夷
」
を
実

現
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
な
お
、
こ
の
背
景
に
は
土
佐
山
内
家
と
三
条
家
が
縁

戚
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
関
係
性
を
利
用
し
て
土

佐
藩
の
尊
攘
派
（
土
佐
勤
王
党
）
な
ど
も
三
条
に
接
近
し
て
い
く
よ
う
に
な

る
。

　

だ
が
、
こ
う
し
た
三
条
の
イ
メ
ー
ジ
は
文
久
二
年
の
後
半
に
差
し
掛
か
る
と

一
変
す
る
。
別
勅
使
（
一
〇
月
）・
国
事
御
用
掛
（
一
二
月
）
な
ど
重
要
な
ポ

ス
ト
に
三
条
が
任
じ
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
で
、
尊
攘
派
勢
力
が
三
条
を
介
し
て

朝
議
に
介
入
を
試
み
よ
う
と
す
る
動
き
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
、

三
条
＝
急
進
派
の
人
物
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
流
布
し
、
急
進
派
と
し
て
の
三
条

像
を
形
成
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
以
降
三
条
が
ブ

レ
ー
ン
と
し
て
、
真
木
和
泉
を
頼
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
そ
の
動
き
を
加
速

さ
せ
た
と
言
え
る
。
な
お
、
こ
う
し
た
三
条
の
人
物
像
は
別
勅
使
と
し
て
派
遣

さ
れ
た
頃
に
は
一
人
歩
き
し
て
お
り
、
三
条
が
「
直
に
拒
絶
に
も
及
は
さ
る
へ

し
、
宜
し
く
其
方
略
を
尽
し
」
た
上
で
、「
攘
夷
」
を
行
う
よ
う
述
べ
た
こ
と

を
松
平
春
嶽
が
驚
き
の
意
を
以
て
受
け
止
め
て
い
る
こ
と
は
そ
の
好
例
で
あ

る（
（2
（

。

　

こ
の
よ
う
に
三
条
に
対
す
る
注
目
は
高
ま
っ
て
い
く
一
方
で
あ
っ
た
。
だ

が
、
こ
う
し
た
状
況
に
置
か
れ
た
三
条
は
相
当
な
ス
ト
レ
ス
に
苛
ま
れ
て
い
た

よ
う
で
、
文
久
三
年
の
二
月
二
一
日
付
で
議
奏
職
の
辞
任
を
申
し
出
て
い
る
。
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［
史
料
二
］

　
　

実�

美
以
不
肖
之
身
蒙
格
別
之
寵
遇
誠
以
天
恩
余
身
畏
奉
存
候
、
拙
劣
不
才

之
微
身
不
被
為
捨
抜
擢
御
登
用
相
成
候
段
実
以
不
堪
感
泣
奉
存
候
、
元

来
菲
薄
之
弱
質
自
幼
年
之
時
多
病
ニ
有
之
候
、
近
来
先
以
無
異
出
仕
致

居
候
得
共
、
兎
角
多
病
ニ
テ
気
力
損
耗
仕
精
神
恍
惚
多
忘
之
事
共
有
之

御
用
向
漏
脱
ニ
可
相
成
、
談
論
応
対
等
十
分
行
届
不
申
候
テ
ハ
誤
国
家

之
大
事
候
儀
可
出
来
実
々
惶
懼
戦
慄
之
至
ニ
奉
存
候
、
議
奏
之
職
掌
ハ

応
対
談
判
之
儀
モ
是
亦
肝
要
之
事
ニ
候
間
、
其
材
無
之
者
迚
モ
勤
仕
難

相
成
候
間
辞
役
之
儀
相
願
候
、（
以
下
省
略（

（2
（

）

　

結
局
、
こ
の
三
条
の
辞
任
願
は
却
下
さ
れ
、
翌
三
月
に
は
「
攘
夷
」
祈
願
を

目
的
と
し
た
賀
茂
社
へ
の
行
幸
に
お
け
る
御
用
掛
の
職
に
就
い
て
い
る（

（2
（

。
こ
の

背
景
に
は
、
三
条
と
近
し
い
関
係
に
あ
っ
た
土
佐
勤
王
党
や
長
州
藩
の
過
激
派

の
工
作
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
三
条
が
朝
議
か
ら
去
る
こ
と
で
、
自

分
た
ち
の
影
響
力
が
低
下
す
る
こ
と
を
防
ぎ
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

同
二
八
日
に
は
摂
海
地
域
の
守
衛
監
督
に
も
任
じ
ら
れ
て
お
り（

（2
（

、
そ
の
言
動
が

急
進
派
の
代
弁
者
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
く
な

る
。
こ
う
し
た
状
況
を
三
条
は
好
ま
な
か
っ
た
が
、「
今
更
改
候
て
は
浪
士
輩

ニ
も
被
棄
、
正
論
家
も
不
容
何
処
ニ
も
相
離
孤
立（

（2
（

」
し
て
し
ま
う
と
の
認
識
か

ら
そ
の
状
況
を
受
け
入
れ
た
。
こ
う
し
た
三
条
の
対
応
は
、
や
が
て
小
倉
藩
処

分
問
題
を
契
機
と
し
た
西
国
鎮
撫
使
派
遣
・
大
和
行
幸
に
繋
が
り
、
そ
れ
は
八

月
一
八
日
の
政
変
・
七
卿
落
ち
を
惹
起
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
。

第
二
章　

長
州
藩
領
滞
在
期
の
三
条
に
つ
い
て

第
一
節
　
政
変
発
生
か
ら
長
州
藩
領
に
至
る
経
緯
に
関
し
て

　

本
章
で
は
都
落
ち
し
て
い
た
頃
の
三
条
、
そ
の
中
で
も
特
に
長
州
藩
領
に
滞

在
し
て
い
た
時
期
に
焦
点
を
当
て
そ
の
政
治
的
位
置
に
関
す
る
考
察
を
行
う
。

だ
が
、
そ
の
前
に
三
条
が
都
を
追
わ
れ
て
か
ら
、
長
州
藩
領
に
辿
り
着
く
ま
で

の
経
緯
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

八
月
一
八
日
未
明
、
薩
摩
・
会
津
・
淀
の
諸
藩
の
兵
士
が
禁
裏
全
て
の
門
を

閉
鎖
し
、
中
川
宮
朝
彦
・
近
衛
忠
熙
・
二
条
斉
敬
・
徳
大
寺
公
純
ら
一
部
の
公

家
、
ま
た
在
京
諸
侯
に
も
参
内
の
命
が
下
っ
た
。
八
月
一
八
日
の
政
変
で
あ

る
。
当
初
、
こ
の
事
態
を
把
握
す
る
た
め
三
条
を
は
じ
め
と
し
た
急
進
派
の
公

家
な
ど
は
鷹
司
邸
に
集
っ
て
い
た
。
だ
が
、
自
分
た
ち
に
参
内
停
止
の
命
が

下
っ
た
こ
と
を
知
る
と
、
岩
国
藩
の
本
陣
で
あ
っ
た
妙
法
院
に
退
去
す
る
こ
と

と
し
、
そ
こ
で
今
後
の
方
針
を
定
め
る
こ
と
と
す
る
。
結
果
と
し
て
、
三
条
は

長
州
勢
と
共
に
長
州
藩
領
に
向
か
う
こ
と
に
決
し
、
六
人
の
公
家
（
東
久
世
通

禧
・
三
条
西
季
知
・
壬
生
基
修
・
四
条
隆
哥
・
沢
宣
嘉
・
錦
小
路
頼
徳
）
が
こ

れ
に
付
き
従
う
こ
と
と
な
っ
た
（
七
卿
落
ち
）。

　

翌
一
九
日
、
七
卿
は
長
州
藩
領
に
向
け
て
妙
法
院
を
出
立
す
る
が
、
そ
の
途

中
兵
庫
に
あ
る
湊
川
神
社
に
立
ち
寄
っ
た
（
二
一
日（

（2
（

）。
こ
の
際
、
三
条
ら
は

「
王
政
復
古
」
の
実
現
を
「
楠
公
ノ
霊
」
に
祈
願
し
た
よ
う
だ
が
、
こ
れ
と
同

日
三
条
ら
は
「
義
兵
を
挙
ぐ
る
の
檄
」（［
史
料
三
］）
を
草
し
、
宮
部
鼎
蔵

（
肥
後
藩
士
）
を
阿
波
に
派
遣
し
て
い
る（

（2
（

。
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［
史
料
三
］

　
　

�
中
興
之
大
業
向
成
之
所
、
奸
賊
狂
妄
奉
悩
宸
襟
候
事
不
堪
憤
激
一
同
西
国

へ
罷
下
挙
義
兵
候
、
順
逆
者
顕
然
に
付
、
有
志
之
者
一
旦
長
州
へ
馳
集
候

様
可
致
仍
て
如
件

　
　
　
　

文
久
三
年
八
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
七
卿
連
署
）

�

国
々
有
志
之
者
へ

　

ま
た
、
二
二
日
に
は
土
方
久
元
（
土
佐
藩
脱
藩
浪
士
・
三
条
の
従
者
の
中
で

幹
部
ク
ラ
ス
の
人
物
）
や
水
野
丹
後
（
久
留
米
藩
士
・
三
条
の
従
者
）
な
ど
が

三
条
の
命
で
芸
州
藩
に
派
遣
さ
れ
る（

（2
（

。
こ
れ
は
「
諸
藩
を
説
き
て
闔
国
の
士
民

を
一
致
さ
せ
、
速
に
攘
夷
の
功
を
奏
し
叡
慮
を
安
し
奉
」
る（

（2
（

と
い
う
目
的
実
現

の
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
三
条
の
命
を
受
け
て
土
方
は
二
五
日

に
芸
州
藩
に
到
着
、
翌
日
に
は
浅
野
長
訓
（
芸
州
藩
主
）
に
宛
て
た
直
書
を
芸

州
藩
士
に
手
渡
し
て
い
る（

（2
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
七
卿
は
西
下
し
つ
つ
独
自
の
国
事
周
旋
運
動
を
展
開
し
て

い
た
が
、
長
州
藩
政
府
で
は
七
卿
の
身
柄
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
消
極
的
だ
っ

た（
（3
（

。
だ
が
、
七
卿
の
乗
船
し
て
い
た
船
が
三
田
尻
に
到
着
し
て
し
ま
い
、
結
果

と
し
て
身
柄
を
引
き
受
け
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
こ
に
至

り
、
長
州
藩
政
府
は
七
卿
の
身
柄
の
受
け
入
れ
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
七
卿
は

必
ず
し
も
長
州
藩
に
と
っ
て
歓
迎
さ
れ
る
べ
き
客
人
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。

第
二
節
　
前
半
期
（
文
久
三
年
九
月
～
元
治
元
年
六
月
）

　

前
節
に
お
い
て
、
三
条
ら
七
卿
が
都
か
ら
追
わ
れ
た
後
も
「
国
事
」
に
関
心

を
示
し
て
い
る
姿
を
確
認
し
た
が
、
長
州
藩
領
に
滞
在
し
て
い
た
頃
の
彼
ら
の

活
動
実
態
は
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
の
か
。
青
山
の
指
摘（

（3
（

な
ど
も
踏
ま
え
て
、

こ
れ
以
降
三
条
ら
七
卿
の
動
向
に
留
ま
ら
ず
、
そ
の
従
者
た
ち
の
動
向
も
視
野

に
入
れ
る
こ
と
と
す
る
。
こ
う
し
た
作
業
を
通
し
て
、
一
種
の
政
治
的
グ
ル
ー

プ
と
し
て
成
立
し
て
い
た
七
卿
（
と
そ
の
従
者
）
が
展
開
し
て
い
た
周
旋
活
動

の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
長
州
藩
領
滞
在
期
（
文
久
・
元
治
期
）
に
お
け
る
三

条
ら
の
政
治
的
位
置
に
対
す
る
考
察
も
行
い
た
い
。
ま
た
、
本
稿
で
は
三
条
ら

の
長
州
藩
領
滞
在
期
を
前
半
期
（
文
久
三
年
九
月
～
元
治
元
年
六
月
）
と
後
半

期
（
元
治
元
年
七
月
～
元
治
元
年
一
一
月
）
に
区
分
す
る
こ
と
に
す
る
。
元
治

元
年
（
一
八
六
四
）
一
二
月
に
つ
い
て
は
、
別
節
で
五
卿
の
身
柄
移
転
問
題
を

論
じ
る
際
に
焦
点
に
当
て
る
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
、
時
期
区
分
の
基
準
と
し

て
元
治
元
年
七
月
に
軸
足
を
置
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
こ
の
時
期
に
起
き
た
禁

門
の
変
を
契
機
に
長
州
藩
の
置
か
れ
た
立
場
が
朝
敵
と
な
っ
た
こ
と
を
考
慮
し

て
い
る
。
ま
た
、
本
稿
に
お
い
て
「
七
卿
（
六
卿
・
五
卿
）」
を
主
体
と
し
た

叙
述
を
多
く
す
る
が
、
こ
の
七
卿
の
中
で
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
最
も
強
く
発
揮
し

て
い
た
の
が
、
三
条
で
あ
っ
た
と
い
う
認
識
に
基
づ
い
て
、
筆
者
は
そ
の
叙
述

を
行
っ
て
い
る（

（3
（

。
そ
れ
で
は
長
く
な
っ
た
が
、以
下
検
討
に
移
っ
て
い
き
た
い
。

　

文
久
三
年
九
月
一
日
に
長
州
藩
領
の
三
田
尻
に
七
卿
は
入
る
が（

（3
（

、
三
条
は
自

ら
の
守
衛
の
任
を
務
め
て
い
た
長
州
藩
士
を
京
都
に
派
遣
し
て
い
る
（
五
日（

（3
（

）。

こ
の
派
遣
の
目
的
と
し
て
は
、
八
月
一
八
日
の
政
変
後
の
京
都
の
政
情
を
把
握
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す
る
目
的
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る（

（3
（

。
実
際
、
二
三
日
に
は
久
坂
玄
端
（
長
州
藩

士
）
が
土
方
を
は
じ
め
と
し
た
従
者
た
ち
に
八
月
一
八
日
の
政
変
後
の
京
都
の

政
情
に
関
す
る
情
報
を
伝
え
て
い
る（

（3
（

点
か
ら
も
、
七
卿
が
当
時
の
京
都
の
政
情

に
相
当
の
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。
ま
た
、
一
五
日
に
は
毛

利
敬
親
（
長
州
毛
利
家
藩
主
）
が
七
卿
の
元
を
訪
問
、
土
方
な
ど
の
従
者
た
ち

も
敬
親
に
拝
謁
し
て
「
色
々
議
論
」
を
交
わ
し
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い

る（
（3
（

。
こ
の
記
述
の
み
で
何
を
話
し
た
の
か
は
明
ら
か
に
し
得
な
い
が
、
恐
ら
く

今
後
の
活
動
方
針
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

三
条
の
も
と
に
集
う
の
は
こ
う
し
た
「
国
事
」
に
関
す
る
情
報
に
留
ま
ら
な

か
っ
た
。
二
八
日
、
平
野
国
臣
が
三
条
ら
七
卿
の
も
と
を
来
訪
す
る（

（3
（

。
平
野
は

但
馬
で
挙
兵
を
行
う
に
際
し
て
、
七
卿
に
首
領
と
し
て
参
加
の
協
力
を
願
い
出

た
。
こ
の
申
し
出
を
聞
い
た
七
卿
は
容
易
に
そ
の
結
論
が
出
せ
ず
、
三
条
か
ら

土
方
に
対
し
平
野
の
挙
兵
参
加
に
関
し
て
下
問
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
［
史
料
四
］

　
　

十�

月
朔
日
三
条
公
よ
り
但
州
一
条
に
付
又
々
自
分
見
込
御
下
問
あ
り
、
先

日
備
中
倉
敷
の
一
件
と
申
し
又
今
度
の
挙
と
申
し
追
々
世
上
の
評
判
と

も
相
成
候
は
ゝ
、
一
般
の
人
気
も
自
然
に
引
立
候
て
終
に
は
時
勢
変
革

の
端
緒
と
も
相
成
可
申
歟
に
候
へ
と
も
、
只
今
の
有
形
に
て
は
差
向
血

気
の
士
一
時
の
憤
を
発
し
候
迄
に
有
之
申
さ
は
、
烏
合
浪
人
の
一
揆
に

て
強
固
の
助
力
を
も
待
た
す
又
各
地
応
援
の
手
筈
を
も
調
へ
す
最
初
よ

り
成
算
有
之
候
次
第
に
て
無
之
候
へ
は
、
幸
い
に
し
て
一
戦
の
勝
利
を

獲
候
と
も
持
久
の
見
込
無
覚
束
候
、（
以
下
省
略（

（3
（

）

　

こ
の
土
方
の
意
見
も
あ
り
、
平
野
の
挙
兵
計
画
に
七
卿
は
参
加
し
な
い
方
針

に
決
し
た
。
だ
が
、
平
野
の
挙
兵
計
画
に
参
加
す
る
た
め
、
七
卿
の
一
人
で
あ

る
沢
が
無
断
で
奇
兵
隊
士
を
連
れ
て
三
田
尻
を
脱
走
し
て
し
ま
う（

（4
（

。
こ
の
報
せ

を
聞
い
た
三
条
ら
は
土
方
に
沢
を
連
れ
戻
す
よ
う
命
を
下
す
が
、
土
方
が
追
い

つ
く
前
に
沢
は
長
州
藩
領
を
脱
出
し
て
し
ま
っ
た
（
七
卿
は
沢
を
除
い
て
六
卿

に
）。
な
お
、
こ
の
事
件
の
影
響
を
受
け
て
、
六
卿
の
身
柄
は
三
田
尻
か
ら
内

陸
の
山
口
に
移
さ
れ
る
こ
と
と
な
る（

（4
（

。

　

沢
の
脱
走
事
件
が
起
き
た
一
〇
月
、
黒
田
長
知
（
筑
前
藩
世
子
）
が
三
田
尻

を
通
過
す
る
（
二
日
）
が
、
こ
の
際
に
七
卿
は
長
知
の
も
と
に
使
者
を
遣
わ
し

て
い
る
。
そ
の
目
的
は
、
長
知
に
「
朝
政
回
復
」
の
た
め
の
周
旋
活
動
を
依
頼

す
る
こ
と
に
あ
っ
た（

（4
（

。
こ
う
し
た
依
頼
を
受
け
、
長
知
は
京
都
に
お
い
て
長
州

藩
宥
免
の
活
動
を
展
開
し
て
い
く（

（4
（

。
九
日
、
土
方
は
湯
田
に
お
い
て
真
木
和

泉
・
水
野
丹
後
両
名
に
面
会
し
、
長
州
藩
の
藩
論
が
毛
利
定
広
の
率
兵
上
京
に

決
し
た
こ
と
を
伝
え
た
。
だ
が
、
周
知
の
通
り
実
際
に
率
兵
上
京
が
行
わ
れ
る

の
は
元
治
元
年
の
七
月
で
あ
る
。
何
故
即
座
に
率
兵
上
京
が
行
わ
れ
な
か
っ
た

の
か
。
詳
細
な
経
緯
は
中
村
武
生
の
議
論
な
ど
で
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

段
階
で
率
兵
上
京
が
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
当
初
長
州
藩
が
穏
当
な
手
段

（
冤
罪
の
主
張
）
で
の
解
決
を
望
ん
で
い
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
た（

（4
（

。

　

一
四
日
、
武
田
耕
雲
斎
（
水
戸
藩
士
・
水
戸
天
狗
党
の
首
領
）・
大
場
一
心

斎
（
水
戸
藩
士
）
と
通
じ
る
た
め
、
清
岡
公
張
・
千
屋
菊
次
郎
ら
が
三
条
の
命

で
水
戸
に
派
遣
さ
れ
る
。
こ
れ
は
水
戸
藩
が
親
藩
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

「
東
国
尊
王
攘
夷
の
根
本
と
も
可
申
国
柄
」
で
あ
る
た
め
で
あ
っ
た（

（4
（

。
ま
た
、
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一
八
日
に
は
周
旋
活
動
の
た
め
、
九
州
地
域
に
赴
く
河
上
彦
斎
（
謙
斎
・
肥
後

藩
士
）
に
六
卿
は
檄
文
を
持
た
せ
て
い
る
。

　
　
［
史
料
五
］

　
　

�

方
今
形
勢
遂
日
切
迫
被
悩
叡
慮
候
段
不
堪
悲
嘆
候
、
天
下
有
志
之
士
憤
発

可
有
此
秋
に
候
、
励
尊
攘
之
志
速
可
安
宸
襟
者
也
、

　
　
　

亥
十
月（

（4
（

　

な
お
、
一
九
日
に
土
佐
藩
か
ら
中
岡
が
帰
還
し
、
同
藩
の
近
況
を
土
方
に
伝

え
て
い
る
が（

（4
（

、
恐
ら
く
土
佐
勤
王
党
へ
の
弾
圧
に
関
す
る
情
報
な
ど
を
伝
え
た

の
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
翌
一
二
月
は
六
卿
の
周
旋
活
動
・「
国
事
」
に
関
す

る
諸
情
報
が
六
卿
の
周
囲
に
届
い
た
痕
跡
は
確
認
出
来
な
い
。

　

文
久
四
年
（
元
治
元
年
・
二
月
二
〇
日
に
「
元
治
」
改
元
）
に
な
る
と
、
三

条
ら
六
卿
は
朝
廷
に
横
浜
鎖
港
の
実
現
を
促
す
上
書
を
提
出
す
る
。

　
　
［
史
料
六
］

　
　
　

臣
等

　
　

�

勅
勘
犯
罪
之
身
を
以
、
国
家
之
大
政
を
猥
奏
言
仕
候
は
、
不
憚
朝
憲
義
、

戦
栗
恐
懼
之
至
ニ
候
得
共
、
攘
夷
之
儀
は
外
夷
蛮
之
叛
服
ニ
相
響
、
内
国

脈
之
盛
衰
ニ
相
係
候
事
故
、
臣
子
之
情
分
難
忍
沈
黙
、
敢
犯
万
死
、
鄙
衷

建
白
仕
候
、
抑
外
夷
拒
絶
之
義
、
去
年
以　

叡
命
不
拘
幕
府
之
示
令
、
可

有
掃
攘
之
旨
、
御
布
告
被
為
有
候
処
、
於
関
東
鎖
港
談
判
取
掛
候
ニ
付
、

応
接
中
軽
挙
暴
発
無
之
様
、
更
列
藩
え
御
布
告
被
為
有
候
ニ
付
、
追
々
攘

斥
之
御
処
置
可
被
為
有
と
奉
存
候
処
、
至
今
日
未
御
実
効
も
不
被
為
立
、

如
何
被
為
有
候
哉
と
奉
窺
望
候
処
、
当
節
大
樹
公
ニ
も
上
洛
、
列
藩
参
集

国
是
御
一
決
、
膺
懲
之
廟
算
被
為
立
義
恐
察
仕
候
得
共
、
万
々
一
も
期
限

御
遷
延
ニ
相
成
候
は
ハ
、
掃
攘
之
機
会
も
被
為
在
間
敷
、
積
年
之
叡
念
御

貫
徹
之
時
無
之
、
且
人
心
之
方
嚮
も
不
相
立
、
加
之
万
民
之
疾
苦
ニ
至
、

和
内
瓦
解
と
相
成
候
は
ハ
、
禍
乱
不
可
謂
遂
異
賊
之
術
中
に
陥
り
、
振
古

所
無
大
恥
を
被
為
受
、　

神
州
膻
之
汚
俗
と
茂
可
相
成
泣
血
悲
歎
仕
候
、

（
以
下
省
略（

（4
（

）

　

こ
の
上
書
の
草
稿
は
有
隣
の
手
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
が（

（4
（

、
こ
れ
は
長
州
藩

の
国
事
周
旋
運
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
意
味
合
い
も
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
一

方
、
こ
の
上
書
が
出
さ
れ
た
文
久
四
年
の
正
月
は
、
六
卿
の
周
囲
か
ら
急
進
的

内
容
の
請
願
が
行
わ
れ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。

　
　
［
史
料
七
］

　
　

�

微
賤
愚
蒙
之
私
共
奉
冒
尊
厳
上
言
仕
候
儀
重
畳
奉
恐
入
候
得
共
、
旧
冬
来

猶
更
不
容
易
蒙
御
懇
命
非
常
之
場
合
ニ
モ
至
候
ハ
、
御
高
恩
之
萬
一
ヲ
モ

奉
報
度
祈
願
此
事
ニ
御
座
候
処
、
近
日
上
国
之
形
勢
承
リ
申
候
処
甚
以
奉

恐
入
候
御
場
合
ニ
御
座
候
趣
言
語
同
断
歎
息
之
至
御
座
候
、
実
ニ
薩
会
越

等
ヲ
初
逆
謀
奸
計
弥
増
逞
シ
ク
罷
成
候
而
已
ナ
ラ
ス
、
最
早
大
樹
ニ
モ
上

洛
之
模
様
ニ
有
、
京
師
之
地
正
義
有
志
之
士
手
ヲ
容
身
ヲ
置
ニ
処
ナ
キ
次

第
ニ
相
成
、
正
気
復
古
之
目
途
モ
立
兼
候
、（
中
略
）
萬
一
矯　

勅
開
港

之
儀
ニ
モ
被
為
在
候
テ
ハ
深
奉
恐
入
候
間
、
如
何
様
ニ
モ
速
ニ
粉
骨
砕
身

仕
候
テ
御
快
復
之
寸
助
ニ
モ
相
成
申
度
奉
希
願
候
ニ
付
、
萬
々
恐
多
奉
存

候
得
共
、
右
心
情
乍
恐
御
憐
察
被
為
在
何
分
得
死
所
候
様
御
下
知
被
仰
付

被
下
度
重
畳
伏
而
奉
歎
願
候
、
恐
惶
頓
首
謹
言
、
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正
月
一
二
日　
　
　
　
　
　
　
　

浪
士
共（

（5
（

　

こ
の
請
願
は
、
正
月
一
二
日
付
で
六
卿
の
従
者
か
ら
六
卿
に
対
し
て
行
わ
れ

た
も
の
で
あ
る（

（5
（

。
こ
こ
か
ら
は
即
時
の
率
兵
上
京
を
望
む
声
が
従
者
た
ち
の
間

か
ら
盛
ん
に
な
り
始
め
て
い
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
こ
う
し
た
声
は
長
州
藩
の

伍
長
か
ら
も
上
が
っ
て
お
り
、
正
月
二
一
日
付
で
六
卿
に
対
し
て
請
願
が
行
わ

れ
て
い
る
。

　
　
［
史
料
八
］

　
　

�

愚
蒙
之
管
見
ヲ
以
毎
々
奉
言
上
候
段
奉
恐
入
候
得
共
、
時
勢
愈
切
迫
ニ
相

成
、
最
早
累
卵
之
危
至
其
極
候
哉
ニ
承
候
間
難
黙
止
、（
中
略
）
畢
竟
此

節
之
儀
者
君
臣
上
下
之
名
分
明
義
卓
立
候
テ
、
従
来
之
衰
世
復
古
之
大
政

ニ
御
挽
回
被
遊
候
御
大
挙
ニ
付
、
微
賤
草
莽
之
私
共
重
大
之
御
機
会
奉
伺

候
儀
奉
恐
入
候
、（
中
略
）
上
国
之
形
勢
賊
兵
亦
夥
敷
奸
賊
誅
伐
之
軍
機

未
タ
無
之
模
様
ニ
モ
御
座
候
得
共
、
如
何
ト
歟
非
常
之
英
断
果
決
ヲ
以
迅

速
ニ
御
快
復
被
為
在
度
奉
懇
願
候
、（
以
下
省
略（

（5
（

）

　

一
方
の
六
卿
は
、
伍
長
の
請
願
を
受
け
た
翌
日
に
土
方
や
真
木
と
い
っ
た
従

者
の
面
々
と
こ
う
し
た
請
願
の
内
容
に
関
し
て
議
論
を
交
わ
し
た（

（5
（

。
以
後
、
元

治
元
年
六
月
に
率
兵
上
京
の
方
針
が
決
定
す
る
ま
で
、
六
卿
は
浪
士
た
ち
の
存

在
に
気
を
揉
む
こ
と
と
な
る
。

　

ち
な
み
に
、
翌
二
月
に
つ
い
て
は
六
卿
の
「
国
事
」
に
関
す
る
「
人
的
」
交

流
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
も
の
は
少
な
い
。
挙
げ
ら
れ
る
も
の
と
い
え
ば
、
前

年
の
一
〇
月
一
四
日
に
武
田
耕
雲
斎
ら
の
も
と
に
遣
わ
さ
れ
た
清
岡
ら
が
山
口

に
帰
還
し
、
三
条
ら
に
水
戸
藩
の
情
勢
な
ど
の
情
報
を
伝
え
て
い
る
点
（
一

日（
（5
（

）
や
、
三
日
に
敬
親
が
福
原
越
後
（
長
州
藩
家
老
）・
宍
戸
備
前
（
親
基
・

加
判
役
）・
根
来
上
総
（
長
州
藩
家
老
）
ら
を
連
れ
て
三
条
の
滞
在
し
て
い
た

湯
田
を
訪
問
し
、「
御
進
発
」（
率
兵
上
京
）
に
関
す
る
議
論
を
行
っ
て
い
る（

（5
（

程

度
だ
ろ
う
か
。
と
も
か
く
、
こ
の
月
に
は
「
国
事
」
に
関
す
る
六
卿
の
大
き
な

動
き
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
で
は
元
治
元
年
の
三
月
（
文
久
か
ら
改
元
）
な
ら

ど
う
か
。

　

三
月
、「
浪
士
共
上
京
願
の
儀
」（［
史
料
七
］）
に
つ
い
て
三
条
・
三
条
西
・

東
久
世
・
壬
生
ら
が
議
論
を
交
わ
し
て
い
る
が
、
時
期
尚
早
の
た
め
こ
の
請
願

を
受
理
し
な
い
こ
と
と
決
し
た
（
二
日（

（5
（

）。
だ
が
、
こ
う
し
た
六
卿
ら
の
決
定

に
三
条
の
従
者
で
あ
っ
た
宮
部
鼎
蔵
（
肥
後
藩
士
）・
河
上
彦
斎
ら
は
不
満
を

抱
き
、
三
条
ら
に
暇
願
い
を
告
げ
て
い
る
。

　
　
［
史
料
九
］

　
　

�

同
八
日
好
晴
早
暁
、
寝
込
に
岸
上
弘
高
木
元
右
衛
門
小
坂
小
四
郎
川
上
彦

斎
宮
部
鼎
蔵
来
り
大
に
議
論
を
為
す
、
渠
等
主
張
の
論
旨
何
時
迄
時
機
相

待
候
迚
勅
勘
御
赦
免
の
程
も
無
覚
束
、
畢
竟
薩
会
の
徒
其
間
に
私
す
る
よ

り
至
是
次
第
な
れ
は
、
此
上
は
最
早
以
死
上
京
伏
闕
下
争
訴
の
外
無
致
方

と
云
ふ
に
あ
り
て
、
到
底
無
謀
の
激
論
に
過
さ
れ
は
自
分
は
痛
く
之
に
反

対
し
百
方
之
が
鎮
静
を
努
め
た
り
、
五
ツ
半
頃
引
取
夫
よ
り
御
馬
初
ま
り

相
馬
致
九
ツ
時
相
済
又
々
五
人
と
談
論
議
終
に
不
合
依
て
六
卿
方
御
直
に

説
諭
被
致
候
得
共
敬
服
不
致
終
に
御
暇
願
出
候
に
付
右
之
旨
毛
利
家
へ
も

御
通
達
に
及
び
た
り（

（5
（

　

な
お
、
宮
部
か
ら
暇
願
い
が
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
六
卿
か
ら
長
州
毛
利
家
に
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報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
宮
部
が
暴
発
す
る
可
能
性
を
踏
ま
え
た
も
の
だ

ろ
う
。
実
際
、
宮
部
ら
暇
願
い
を
願
い
出
た
浪
士
達
に
関
す
る
対
応
策
を
六
卿

が
考
え
て
い
た（

（5
（

こ
と
か
ら
も
、
そ
の
事
態
を
深
刻
に
捉
え
て
い
た
こ
と
が
窺
え

る
。
ま
た
、
こ
の
元
治
元
年
の
三
月
に
六
卿
は
外
国
と
の
軍
事
衝
突
を
想
定
し

て
、
馬
関
に
増
築
し
た
砲
台
（
二
六
日
）
や
壇
ノ
浦
の
砲
台
（
二
八
日
）
の
巡

察
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
巡
察
の
途
中
、
六
卿
の
一
人
で
あ
る
錦
小
路
が
吐
血

し
た（

（5
（

。
幸
い
一
命
は
取
り
留
め
た
も
の
の
、
そ
の
後
容
体
は
安
定
せ
ず
翌
四
月

に
は
病
で
亡
く
な
る
こ
と
と
な
る（

（6
（

。
こ
れ
で
都
か
ら
落
ち
延
び
る
際
に
七
人
い

た
公
家
は
五
人
と
な
り
、
こ
れ
以
降
彼
ら
は
五
卿
（
慶
応
二
年
期
に
は
五
人
衆

と
も
）
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（

（6
（

。

　

翌
四
月
に
は
、
五
卿
と
筑
前
藩
の
関
係
者
と
の
間
で
そ
の
「
人
的
」
交
流
が

多
く
見
ら
れ
た
。
一
二
日
、
真
木
菊
四
郎
（
真
木
和
泉
の
次
男
）・
田
所
壮
輔

（
筑
前
藩
士
）・「
筑
前
脱
走
の
士
」（
中
村
円
太
か
）
ら
か
ら
土
方
は
「
筑
前
の

藩
情
」
を
聞
い
て
い
る
。
こ
れ
は
筑
前
藩
内
に
お
け
る
尊
攘
派
と
保
守
派
の
分

裂
を
指
す
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
情
報
を
聞
い
た
三
条
は
斉
溥
に
宛
て
て

「
直
書
」
を
認
め
て
い
る
（
一
七
日（

（6
（

）。

　
　
［
史
料
一
〇
］

　
　

�

拙
牘
呈
上
仕
候
向
暑
之
節
御
座
候
処
、
弥
御
勇
健
被
成
御
座
珍
重
之
至
存

候
、
陳
者
方
今
之
時
勢
ニ
付
而
ハ
定
メ
テ
御
苦
心
之
儀
遥
察
仕
候
、　

尊

攘
之
御
志
者
兼
テ
伝
承
モ
仕
候
処
、
去
秋
変
動
後
令
嗣
君
ニ
モ
御
上
京
御

周
旋
モ
被
成
候
由
乍
憚
御
忠
誠
不
堪
感
佩
罷
居
候
、
此
節
追
切
之
折
柄
一

際
御
尽
力
之
程
為
国
家
祈
望
仕
候
、（
中
略
）
頃
日
於
尊
藩
何
歟
紛
乱
之

風
説
モ
承
リ
如
何
之
事
哉
ト
懸
念
仕
候
、
此
節
柄
人
心
之
一
和
専
要
之
儀

ニ
有
之
候
得
者
申
迄
モ
無
之
、
年
来
御
淬
励
被
成
候
事
ニ
候
得
共
、
兼
而

達　

朝
廷
人
望
モ
有
之
候
、
矢
野
梅
庵
等
有
志
正
義
之
輩
格
別
御
登
用
有

之
、
士
気
御
振
作
愈
以
御
鼓
動
有
之
候
者
、
諸
藩
之
御
先
唱
ト
モ
相
成
、

随
而
奮
起
之
藩
モ
追
々
可
有
之
国
家
之
御
為
無
此
上
大
幸
ト
企
望
之
事
ニ

有
之
候
、（
以
下
省
略（

（6
（

）

　

こ
の
直
書
の
中
で
三
条
は
、
筑
前
藩
士
の
尊
攘
派
で
あ
る
矢
野
播
磨
（
梅

庵
）
の
登
用
を
説
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
中
村
円
太
の
献
策
の
内
容
を
色
濃
く

反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た（

（6
（

。
な
お
、
土
方
や
野
村
靖
（
長
州
藩
士
）
の
面
々
を

三
条
は
使
者
に
任
命
し
、
こ
の
直
書
を
斉
溥
に
届
け
さ
せ
て
い
る（

（6
（

。
ま
た
、
前

年
に
上
京
し
た
長
知
は
京
都
か
ら
帰
藩
す
る
途
中
、
小
郡
に
立
ち
寄
り
毛
利
元

徳
（
長
州
藩
世
子
）
に
面
会
し
て
お
り
、
元
徳
と
面
会
し
た
翌
日
に
東
久
世
に

も
面
会
し
て
い
る
。
こ
の
際
、
長
知
か
ら
京
都
で
の
周
旋
活
動
の
詳
細
に
つ
い

て
報
告
を
受
け
て
、
東
久
世
は
「
皇
国
平
和
の
為
尽
力
あ
ら
ん
こ
と
を
希
望
」

す
る
趣
旨
の
発
言
を
し
た
と
い
う（

（6
（

。

　

五
月
は
「
国
事
」
に
関
す
る
「
人
的
」
交
流
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
前
月

に
筑
前
藩
に
派
遣
さ
れ
た
土
方
が
復
命
し
、
筑
前
藩
の
藩
情
に
つ
い
て
報
告
し

て
い
る
程
度
で
あ
る（

（6
（

。
た
だ
、
一
九
日
に
三
条
が
「
萬
一
の
場
合
不
覚
の
事
無

之
様
兵
力
を
以
東
上
の
事
」
と
土
方
・
水
野
・
真
木
ら
に
そ
の
決
意
を
伝
え
て

い
る（

（6
（

こ
と
は
興
味
深
い
。
元
治
元
年
六
月
の
周
布
政
之
助
（
長
州
藩
士
・
正
義

派
の
中
心
人
物
で
藩
政
に
お
け
る
実
力
者
）
の
失
脚
に
伴
い
、
長
州
藩
は
率
兵

上
京
の
方
針
に
決
し
た
（
四
日（

（6
（

）
が
、
そ
の
以
前
に
こ
う
し
た
発
言
が
聞
か
れ
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る
の
は
、
五
卿
の
従
者
た
ち
か
ら
上
が
る
急
進
的
な
声
を
抑
え
る
の
が
困
難
に

な
っ
た
か
ら
だ
と
推
察
さ
れ
る
。

　

藩
論
が
率
兵
上
京
の
方
針
に
決
し
た
六
月
四
日
以
降
、
長
州
藩
で
は
四
千
の

兵
を
動
員
し
た
大
規
模
な
軍
事
調
練
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
率
兵
上
京
に
向
け
て

そ
の
準
備
を
本
格
化
さ
せ
始
め
た（

（7
（

。
だ
が
、
長
州
毛
利
家
は
池
田
屋
事
件
の
報

せ
を
受
け
て
、
よ
り
多
く
の
兵
員
を
揃
え
た
上
で
率
兵
上
京
を
行
う
こ
と
を
決

断
し
た
。
す
な
わ
ち
、
率
兵
上
京
を
行
う
こ
と
を
一
旦
棚
上
げ
に
し
た
の
で
あ

る
。
な
お
、
五
卿
関
連
の
動
き
と
し
て
、
黒
田
播
磨
が
三
条
に
宛
て
て
認
め
た

書
簡
を
持
参
し
た
筑
前
藩
士
の
来
訪
を
土
方
が
受
け
て
い
る
こ
と
に
触
れ
て
お

く
（
一
九
日（

（7
（

）。
以
上
、
本
節
で
は
文
久
三
年
九
月
か
ら
元
治
元
年
六
月
ま
で

の
三
条
ら
の
動
向
や
「
人
的
」
交
流
の
実
態
を
概
観
し
た
。
本
節
で
見
た
よ
う

に
、
三
条
ら
五
卿
は
自
身
の
復
権
・
長
州
毛
利
家
の
失
地
回
復
の
た
め
に
周
旋

活
動
を
展
開
し
て
い
た
。「
攘
夷
」
実
現
の
た
め
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
翌
月

に
京
都
で
発
生
し
た
禁
門
の
変
を
契
機
に
、
五
卿
は
長
州
藩
と
共
に
苦
境
に
立

た
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

第
三
節
　
後
半
期
（
元
治
元
年
七
月
～
元
治
元
年
一
一
月
）

　

五
卿
は
元
徳
の
率
兵
上
京
に
追
従
し
て
、
京
都
を
目
指
す
こ
と
が
決
定
す
る

が（
（7
（

、
こ
の
決
定
を
受
け
て
五
卿
の
周
囲
は
率
兵
上
京
に
関
す
る
手
続
き
に
追
わ

れ
始
め
る
（
元
治
元
年
七
月
五
日
）。『
回
天
実
記
』
元
治
元
年
七
月
七
日
～

一
一
日
条
に
お
い
て
、
毎
日
の
よ
う
に
「
多
忙
」「
繫
忙
」
と
い
っ
た
記
述
が

見
ら
れ
る
こ
と
は
そ
の
証
左
で
あ
ろ
う（

（7
（

。
一
四
日
、
五
卿
は
三
田
尻
で
乗
船
し

海
路
で
京
都
を
目
指
す
が
、
多
度
津
（
讃
岐
国
）
で
禁
門
の
変
に
お
け
る
長
州

勢
敗
北
の
報
せ
を
聞
く（

（7
（

（
二
一
日
）。
こ
の
報
せ
を
聞
い
た
五
卿
は
当
初
、
長

州
藩
領
に
戻
ら
ず
池
田
茂
政
（
備
前
藩
主
）
を
頼
り
に
京
都
に
入
ろ
う
と
備
前

藩
領
に
向
か
お
う
と
し
て
い
た（

（7
（

。
だ
が
、
長
州
毛
利
家
か
ら
「
他
藩
領
滞
在
不

宜
候
」「
何
卒
一
先
ツ
三
田
尻
迄
御
引
返
被
成
」
と
い
う
願
い
出
が
さ
れ
た
こ

と
で
、
五
卿
は
方
針
を
変
更
し
て
三
田
尻
へ
と
向
か
う
こ
と
に
す
る
（
二
八
日

に
到
着（

（7
（

）。
な
お
、
長
州
毛
利
家
が
五
卿
に
対
し
て
自
藩
領
に
留
ま
る
こ
と
を

要
請
し
た
背
景
に
は
、
長
州
藩
に
迫
る
危
機
を
回
避
す
る
た
め
の
政
治
的
期
待

が
あ
っ
た
こ
と
が
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
五
卿
は
こ
の
時
点
で

長
州
藩
領
に
滞
在
す
る
こ
と
自
体
は
了
承
し
て
お
ら
ず
、
三
田
尻
に
戻
る
こ
と

を
了
承
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
長
州
毛
利
家
は
五
卿
が
自
藩
領

に
滞
在
す
る
よ
う
交
渉
に
あ
た
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が（

（7
（

、
外
国
船
が
馬
関
に
襲

来
す
る
風
聞
を
耳
に
し
た
五
卿
は
備
前
行
き
を
一
旦
取
り
止
め
て
い
る（

（7
（

。

　

八
月
四
日
、
三
田
尻
か
ら
山
口
の
「
三
御
旅
館
［
高
田
御
殿
・
湯
田
御
殿
・

前
町
御
殿
―
註（

（7
（

］」
に
五
卿
は
身
柄
を
移
す
が
、
翌
五
日
に
は
長
州
藩
と
英
・

米
・
仏
・
蘭
で
構
成
さ
れ
た
四
ヶ
国
連
合
艦
隊
と
の
武
力
衝
突
が
発
生
し
た（

（8
（

。

馬
関
戦
争
で
あ
る
。
一
方
、
こ
の
情
報
を
聞
い
た
五
卿
も
動
き
を
見
せ
る
。
八

日
、
三
条
・
東
久
世
・
四
条
ら
は
元
徳
が
滞
在
す
る
小
郡
の
地
に
赴
き
、
四
ヶ

国
と
の
和
議
を
結
ぶ
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
旨
を
伝
え
た（

（8
（

。
三
条
ら
に
と
っ
て

は
ま
さ
に
「
攘
夷
」
実
行
の
好
機
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る（

（8
（

。
だ
が
、
八
日
時
点

で
両
者
の
間
で
は
和
平
交
渉
が
始
ま
っ
て
お
り
、
一
四
日
に
は
講
和
が
成
立
し

て
し
ま
う（

（8
（

。
こ
れ
は
長
州
藩
が
「
破
約
攘
夷
」
を
放
棄
し
た
こ
と
に
他
な
ら
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ず
、
三
条
ら
に
と
っ
て
衝
撃
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た（

（8
（

。
こ
の
出
来
事
は
三
条
ら

の
考
え
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

　

さ
て
、
四
ヶ
国
連
合
艦
隊
が
長
州
藩
を
去
る
と
、
五
卿
は
一
旦
留
保
し
て
い

た
備
前
行
き
を
再
度
決
し
た
。
一
方
、
こ
の
再
度
の
備
前
行
き
の
決
定
に
対

し
、
奇
兵
隊
士
か
ら
は
長
州
藩
領
に
留
ま
る
よ
う
歎
願
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
　
［
史
料
一
一
］

　
　

同�

二
十
日
対
藩
八
坂
恵
助
本
日
帰
国
す
、
奇
兵
隊
参
謀
福
田
良
助
山
県
小

助
有
朋
両
人
三
条
公
へ
拝
謁
御
東
行
御
留
め
申
上
候
、
右
は
先
達
多
度

津
よ
り
御
引
返
頃
よ
り
備
前
行
之
思
召
立
有
之
候
処
、
外
夷
馬
関
に
襲

来
に
就
て
は
於
同
処
攘
夷
の
思
召
に
て
、
御
見
合
相
成
候
得
共
和
議
と

相
決
候
上
は
最
早
当
国
に
御
滞
在
難
被
成
、
元
来
長
州
御
下
向
の
御
趣

意
は
申
迄
も
無
く
攘
夷
先
鋒
之
思
召
に
て
、
此
儀
は　

天
朝
へ
も
御
届

相
成
候
儀
に
付
此
儘
因
循
相
留
め
候
て
は
、
最
前
の
御
素
志
に
違
背
致

候
事
故
、
此
上
は
断
然
当
地
御
立
退
被
成
芸
備
両
藩
の
中
へ
御
依
頼
の

思
召
也
、
然
処
奇
兵
隊
よ
り
申
上
候
は
此
度
和
議
之
一
条
誠
以
奉
恐
入

候
得
共
、
此
後
是
非
共
攘
夷
可
仕
諸
隊
中
其
外
有
志
の
者
屹
度
御
受
合

申
上
候
に
付
、
何
分
に
も
御
東
行
の
儀
は
御
見
合
被
遊
度
段
頻
に
懇
願

に
及
た
り
、
併
し
御
許
諾
不
相
成
候（

（8
（

、

　
［
史
料
一
一
］
を
読
む
と
、
備
前
藩
に
向
か
う
こ
と
を
決
し
た
の
は
「
長
州

御
下
向
の
御
趣
意
は
申
迄
も
無
く
攘
夷
先
鋒
之
思
召
」
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
こ
こ
か
ら
は
「
攘
夷
」
の
実
現
と
い
う
思
い
が
、
当
該
期
の
三
条

ら
の
活
動
の
動
機
と
密
接
不
可
分
な
関
係
性
に
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
ろ

う
。
だ
が
、
長
州
藩
の
内
訌
が
激
化
す
る
に
伴
い
、
五
卿
の
備
前
藩
行
き
の
計

画
は
ま
た
も
や
中
止
と
な
り
、
長
州
藩
領
に
留
ま
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。

　

九
月
、
長
州
藩
に
お
い
て
保
守
派
（「
俗
論
」）
の
勢
い
が
盛
ん
に
な
り
始
め

た
こ
と
で
、「
五
卿
方
御
配
慮
容
易
」
で
な
い
状
況
に
突
入
し
た（

（8
（

。
こ
の
保
守

派
の
増
長
は
前
月
の
八
月
に
征
長
総
督
府
が
組
織
さ
れ
、
徳
川
慶
勝
に
総
督
が

内
定
し
た
こ
と
、
つ
ま
り
征
長
の
動
き
が
本
格
化
し
て
き
た
こ
と
が
影
響
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
藩
内
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
前
述
し
た
通
り
五

卿
は
長
州
藩
領
に
留
ま
る
こ
と
に
決
し
た
。
ま
た
、
九
月
は
周
布
が
自
害
し
た

月
で
も
あ
っ
た
が
（
二
五
日（

（8
（

）、
こ
の
こ
と
は
保
守
派
勢
力
の
増
長
を
招
く
結

果
と
な
っ
た
。
以
降
、
藩
政
に
お
い
て
保
守
派
勢
力
が
正
義
派
に
取
っ
て
代
わ

り
、
そ
れ
は
元
治
の
内
乱
が
収
束
す
る
ま
で
続
く
。

　

一
〇
月
、
対
馬
藩
士
が
土
方
の
も
と
を
訪
問
し
、「
九
州
の
事
情
」
を
伝
え

た
（
三
日（

（8
（

）。
こ
の
際
、
土
方
は
薩
摩
藩
や
筑
前
藩
が
展
開
し
た
征
長
軍
解
兵

に
関
す
る
周
旋
活
動
の
詳
細
な
情
報
を
聞
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
征
長
軍

解
兵
に
関
す
る
周
旋
活
動
に
つ
い
て
説
明
を
付
し
て
お
き
た
い（

（8
（

。
遡
る
こ
と
元

治
元
年
八
月
、
朝
敵
と
し
て
征
討
の
対
象
と
さ
れ
て
い
た
長
州
藩
救
出
の
た

め
、
筑
前
藩
で
は
征
長
軍
解
兵
の
周
旋
活
動
を
「
国
事
周
旋
」
の
方
針
に
決
定

し
た
。
こ
う
し
た
方
針
が
採
ら
れ
た
背
景
と
し
て
、
藩
内
に
お
け
る
保
守
派
・

尊
攘
派
双
方
の
利
害
が
一
致
し
た
こ
と
が
要
因
で
あ
っ
た
の
は
前
述
し
た
通
り

で
あ
る（

（9
（

。
そ
し
て
、
こ
の
「
国
事
周
旋
」
の
方
針
を
踏
ま
え
て
喜
多
岡
勇
平
が

萩
藩
に
派
遣
さ
れ
、
対
幕
周
旋
を
依
頼
さ
れ
て
い
た
吉
川
家
と
の
会
談
を
行
っ

た
。
こ
の
会
談
の
結
果
、
筑
前
藩
は
吉
川
家
か
ら
正
式
に
周
旋
活
動
を
依
頼
さ
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れ
る
の
だ
が
、
斉
溥
の
命
に
よ
り
、
九
月
末
に
は
こ
の
周
旋
活
動
の
中
断
を
余

儀
無
く
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
朝
廷
・
幕
府
・
九
州
諸
藩
か
ら
筑
前
藩
が
長
州

藩
と
気
脈
を
通
じ
て
い
る
と
疑
わ
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
。

　

だ
が
、
こ
の
斉
溥
の
判
断
に
喜
多
岡
ら
筑
前
藩
の
尊
攘
派
は
不
満
を
抱
き
、

引
き
続
き
周
旋
活
動
を
展
開
す
る
た
め
に
薩
摩
藩
に
接
近
す
る
。
そ
し
て
、
薩

摩
藩
に
協
力
を
仰
ぎ
共
に
周
旋
活
動
を
行
っ
た
結
果
、
征
長
軍
の
侵
攻
猶
予
を

実
現
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
喜
多
岡
ら
は
次
の
段
階
と
し
て
征
長
軍
の
解

兵
を
目
指
す
が
、
そ
の
条
件
に
あ
っ
た
の
が
長
州
藩
か
ら
の
五
卿
の
身
柄
移
転

の
条
項
で
あ
っ
た（

（9
（

。

　

一
方
こ
れ
に
対
し
長
州
諸
隊
は
抵
抗
の
動
き
を
見
せ
、
こ
う
し
た
対
立
は
五

卿
の
身
柄
移
転
問
題
と
し
て
、
当
該
政
局
に
お
け
る
政
治
問
題
と
化
す
こ
と
と

な
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
次
節
に
お
い
て
詳
細
を
検
討
し
た
い
。

　

征
長
軍
解
兵
に
関
す
る
周
旋
活
動
の
説
明
が
長
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
こ

こ
か
ら
は
再
び
五
卿
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
る
こ
と
す
る
。
五
日
、
河
上
が
鳥

取
藩
領
（「
因
州
」）
か
ら
来
訪
し
た
。
そ
れ
は
五
卿
に
決
起
を
求
め
る
も
の
で

あ
っ
た
が
、
翌
六
日
の
時
点
で
五
卿
ら
は
そ
の
申
し
出
を
断
っ
て
い
る（

（9
（

。
な

お
、
二
九
日
に
五
卿
ら
は
益
田
右
衛
門
介
の
領
地
で
あ
る
須
佐
の
地
に
身
柄
を

移
し
、「
国
論
回
復
」
に
努
め
る
こ
と
に
決
し
て
い
る（

（9
（

。
こ
れ
は
長
州
藩
内
に

お
け
る
保
守
派
勢
力
の
増
長
を
踏
ま
え
た
も
の
だ
が
、
結
局
計
画
は
変
更
さ
れ

山
口
の
常
栄
寺
に
移
転
す
る
こ
と
に
な
っ
た（

（9
（

。
こ
の
計
画
変
更
の
理
由
に
つ
い

て
尾
崎
の
言
に
よ
れ
ば
、
須
佐
の
地
で
も
「
俗
論
」
の
勢
い
が
盛
ん
に
な
っ
て

し
ま
い
、
五
卿
が
須
佐
に
赴
い
て
も
「
俗
論
」
の
勢
い
を
止
め
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
る
と
の
判
断
が
な
さ
れ
た
た
め
の
よ
う
で
あ
る（

（9
（

。
本
節
で
言
及
し
た
よ

う
に
、
五
卿
は
長
州
藩
内
に
お
け
る
保
守
派
の
増
長
に
伴
い
苦
境
に
立
た
さ
れ

て
い
く
が
、
そ
れ
と
並
行
し
て
五
卿
の
身
柄
移
転
を
巡
り
、
長
州
諸
隊
・
萩
政

府
・
筑
前
藩
有
志
・
薩
摩
藩
と
い
っ
た
各
勢
力
の
動
き
が
活
発
化
し
て
い
く

（
一
一
月
～
）。
次
節
で
は
、
そ
の
詳
細
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

第
四
節
　
元
治
元
年
冬
の
五
卿
―
五
卿
の
身
柄
移
転
問
題
を
中
心
に
―

　

本
節
で
は
元
治
元
年
冬
、
具
体
的
に
は
元
治
元
年
一
一
月
・
一
二
月
の
時
期

を
中
心
に
検
討
す
る
。
ま
た
、
本
節
で
は
前
述
し
た
五
卿
の
身
柄
移
転
問
題
も

取
り
扱
う
が
、
そ
の
際
に
は
五
卿
の
動
向
に
留
ま
ら
ず
五
卿
が
行
っ
た
周
旋
活

動
・
五
卿
に
各
勢
力
が
ど
の
よ
う
な
眼
差
し
を
向
け
て
い
た
か
を
検
討
す
る
。

こ
う
し
た
作
業
を
通
し
て
、
本
問
題
発
生
時
期
に
お
け
る
五
卿
の
政
治
的
位
置

を
考
察
し
た
い
。

　

一
一
月
六
日
、
長
州
諸
隊
か
ら
五
卿
に
対
し
て
敬
親
父
子
宛
て
に
認
め
た
嘆

願
書
を
届
け
て
欲
し
い
と
い
っ
た
依
頼
が
さ
れ
た
。
萩
の
藩
政
府
（
萩
政
府（

（9
（

）

は
保
守
派
が
要
職
を
占
め
て
い
る
状
況
の
た
め
、
長
州
諸
隊
の
嘆
願
書
が
敬
親

ら
に
届
い
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
っ
た
と
判
断
し
た
た
め
で
あ
る（

（9
（

。
こ
の
依
頼

を
受
け
た
五
卿
は
、
土
方
を
萩
に
派
遣
し
長
州
諸
隊
の
嘆
願
書
を
届
け
さ
せ
る

こ
と
に
決
し
た（

（9
（

。
こ
れ
ま
で
五
卿
は
萩
政
府
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
は
こ
な

か
っ
た
が
、
こ
の
時
期
を
境
に
萩
政
府
の
「
反
正
」
の
た
め
周
旋
活
動
を
行
う

姿
勢
が
散
見
さ
れ
始
め
る
。
一
〇
日
、
五
卿
は
長
府
に
向
け
て
従
者
の
水
野
を

立
て
て
い
る
が
、
毛
利
元
周
・
元
純
ら
と
自
分
た
ち
が
萩
に
向
か
い
「
藩
政
改
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革
之
御
忠
告
」
を
行
う
つ
も
り
だ
っ
た
そ
う
で
、
そ
の
積
極
的
姿
勢
が
垣
間
見

え
る（

（9
（

。

　
　
［
史
料
一
二
］

　
　

十�

日
雨
、
水
野
渓
雲
斎
五
卿
方
御
使
者
を
以
長
府
被
差
遣
、
右
は
当
時
藩

公
御
父
子
萩
表
に
て
俗
論
党
に
被
擁
、
山
口
正
義
派
の
面
々
ハ
孰
れ
も

切
歯
致
居
候
事
故
、
五
卿
方
に
は
長
府
清
末
殿
と
［
毛
利
元
周
・
元
純

―
註
］
御
評
議
の
上
に
て
萩
表
へ
御
同
行
あ
り
、
篤
と
御
父
子
へ
御
面

会
之
上
藩
政
改
革
之
御
忠
告
被
成
度
段
御
趣
意
之
次
第
な
り（

（10
（

、

　

な
お
、
こ
の
二
日
後
の
一
二
日
に
清
岡
が
岩
国
に
「
捜
索
」
の
た
め
に
赴
い

た
よ
う
だ
が（

（10
（

、
こ
れ
は
征
長
軍
解
兵
の
周
旋
活
動
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
聞
く

こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

五
卿
の
萩
政
府
に
対
す
る
「
反
正
」
を
試
み
る
運
動
が
起
き
始
め
た
の
と
同

じ
頃
、
萩
政
府
と
対
立
を
深
め
て
い
た
長
州
諸
隊
は
、
五
卿
の
身
柄
を
湯
田
か

ら
長
府
の
功
山
寺
に
移
し
た
（
一
五
日（

（10
（

）。
五
卿
の
身
柄
を
自
分
た
ち
の
管
理

下
に
置
く
こ
と
で
、
政
治
的
優
位
に
立
と
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
一
連

の
動
き
を
取
る
長
州
諸
隊
に
対
し
て
、
当
時
の
長
州
諸
隊
総
督
で
あ
っ
た
赤
根

武
人
は
こ
の
頃
萩
政
府
と
の
衝
突
を
避
け
る
道
を
模
索
し
て
い
た
。
萩
政
府
と

妥
協
し
つ
つ
、
両
勢
力
が
共
存
す
る
道
を
探
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
赤
根
は
自

身
の
構
想
を
達
成
す
る
た
め
、
萩
政
府
に
対
し
て
㊀
囚
わ
れ
た
正
義
派
幹
部
の

身
柄
の
釈
放
㊁
政
府
構
成
員
の
一
部
を
保
守
派
か
ら
正
義
派
に
交
代
㊂
長
州
諸

隊
の
「
土
着
」
の
許
可
を
萩
政
府
に
歎
願
し
、
そ
の
衝
突
を
防
ご
う
と
し
た（

（10
（

。

こ
う
し
た
赤
根
の
歎
願
を
受
け
、
敬
親
か
ら
正
義
派
幹
部
の
身
柄
の
釈
放
を
行

う
こ
と
を
約
す
旨
を
記
し
た
書
簡
が
届
く
（
一
二
月
八
日（

（10
（

）。
だ
が
、
萩
政
府

側
は
一
二
月
七
日
の
時
点
で
長
州
諸
隊
の
討
伐
を
視
野
に
入
れ
て
お
り（

（10
（

、
赤
根

の
構
想
は
早
々
に
実
現
可
能
性
を
喪
失
し
て
い
た
。
こ
の
赤
根
の
構
想
が
挫
折

し
た
こ
と
は
、
前
田
孫
右
衛
門
・
渡
辺
内
臓
太
・
楢
崎
弥
八
郎
・
松
島
剛
蔵
ら

正
義
派
幹
部
が
斬
首
刑
に
処
さ
れ
た
こ
と
で
可
視
化
さ
れ
る
形
と
な
る
（
一
二

月
一
九
日（

（10
（

）。

　

や
や
議
論
が
先
走
っ
て
し
ま
っ
た
。
再
度
時
間
軸
を
元
に
戻
し
、
長
州
諸
隊

が
五
卿
の
身
柄
を
功
山
寺
に
移
し
た
後
の
五
卿
・
各
勢
力
の
動
向
な
ど
に
つ
い

て
検
討
を
加
え
た
い
。
長
州
諸
隊
が
五
卿
の
身
柄
を
長
府
の
功
山
寺
に
移
し
た

の
を
受
け
、
一
一
月
二
〇
日
に
総
督
府
は
長
州
諸
隊
の
説
得
を
筑
前
藩
に
一
任

す
る
命
を
下
し
た（

（10
（

。
な
お
、
こ
の
周
旋
活
動
を
展
開
す
る
に
際
し
て
藩
主
の
斉

溥
は
武
力
行
使
も
視
野
に
入
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る（

（10
（

。
こ
う
し
た
斉
溥
の
並
々

な
ら
ぬ
覚
悟
を
踏
ま
え
て
、
筑
前
藩
士
の
喜
多
岡
や
早
川
養
敬
（
勇
）
ら
が
周

旋
活
動
に
あ
た
っ
た
。
だ
が
、
長
州
諸
隊
の
説
得
は
困
難
を
極
め
た
よ
う
で

「
若
兵
力
を
以
て
奪
わ
ん
と
な
ら
ハ
我
等
も
又
兵
力
を
以
て
抗
対
す
へ
し（

（10
（

」
と

長
州
諸
隊
は
一
切
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
に
乗
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
。
長
州
諸
隊
が

五
卿
の
身
柄
を
渡
す
こ
と
を
こ
こ
ま
で
拒
絶
し
た
の
は
何
故
か
。
そ
れ
は
五

卿
、
特
に
三
条
の
存
在
が
長
州
諸
隊
に
と
っ
て
「
正
義
の
骨
」
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
た
め
で
あ
っ
た
。
換
言
す
る
と
、
政
治
的
カ
ー
ド
と
し
て
の
役
割
を

長
州
諸
隊
は
五
卿
（
三
条
）
に
期
待
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
こ
う
し
た
長
州
諸
隊
の
言
い
分
を
聞
い
た
早
川
は
「
長
州
正
義
の
骨

は
毛
利
候
父
子
な
ら
ん
、
五
卿
ハ
朝
廷
に
在
て
聖
主
を
補
佐
せ
ら
る
へ
き
天
下
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正
義
の
骨
な
り
、
長
州
の
私
有
す
へ
き
に
あ
ら
す（

（11
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
早

川
の
言
と
し
て
着
目
し
た
い
の
が
、「
聖
主
」
を
補
佐
す
べ
き
人
物
に
五
卿
を

挙
げ
て
い
る
点
だ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
は
、
五
卿
（
三
条
）
が
新
た
な
政
体
（
公

議
政
体
）
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
な
お
、
五

卿
に
対
す
る
こ
う
し
た
眼
差
し
は
、
元
治
元
年
の
四
月
頃
に
は
既
に
見
ら
れ

る
。

　
　
［
史
料
一
三
］

　
　

�

是
よ
り
前
、
月
形
詳
［
月
形
洗
蔵
―
註
］
か
薩
長
和
解
せ
す
ん
ハ
王
室
振

興
の
期
な
し
と
の
説
を
立
し
に
、
聞
者
此
意
遂
く
へ
か
ら
さ
る
と
の
み
い

ひ
、
親
友
の
筑
紫
義
門
［
筑
紫
衛
―
註
］
す
ら
同
意
せ
す
、
薩
藩
を
討
た

す
ハ
天
下
の
正
義
伸
ひ
す
と
の
旨
趣
な
り
し
に
、
早
川
勇
一
人
の
み
は
詳

か
意
と
同
し
け
れ
ハ
、
元
治
元
年
四
月
対
馬
藩
の
封
地
肥
前
田
代
に
在
職

し
た
る
、
其
老
臣
平
田
大
江
尚
睦
は
志
操
あ
る
人
と
聞
き
け
れ
ハ
至
り
訪

ひ
て
、
今
勤
王
の
大
藩
は
薩
長
の
み
な
る
に
目
下
相
善
か
ら
す
、
速
に
此

両
藩
を
和
親
せ
し
め
す
ハ
皇
国
一
新
天
下
一
和
ハ
庶
幾
す
へ
か
ら
す
（
中

略
）
目
下
の
急
務
は
人
為
を
以
て
二
藩
を
和
合
し
一
団
結
と
な
し
、
各
藩

も
之
に
与
し
一
和
一
新
を
謀
る
に
あ
り
と
い
ひ
し
に
、
尚
睦
稍
意
［
薩
長

両
藩
の
提
携
は
不
可
能
だ
と
の
考
え
―
註
］
解
け
た
る
に
似
た
り
、
勇
依

て
又
、
薩
の
事
を
為
せ
し
踪
を
見
れ
ハ
権
変
な
し
と
ハ
云
ひ
か
た
け
れ
と

も
、
其
大
本
の
立
論
は
幕
府
の
罪
を
責
め
七
卿
を
復
職
せ
し
め
大
政
を
一

変
す
る
に
あ
り
（
以
下
省
略（

（11
（

）

　

一
二
月
に
入
る
と
、
五
卿
の
身
柄
移
転
問
題
に
関
す
る
周
旋
活
動
は
よ
り
活

発
化
し
て
い
く
。
一
日
、
喜
多
岡
ら
筑
前
藩
士
が
土
方
・
水
野
と
面
会
し
、
五

卿
の
筑
前
藩
領
へ
速
や
か
に
移
る
よ
う
催
促
す
る（

（11
（

。
一
方
、
こ
の
申
し
出
を
受

け
た
五
卿
は
、
翌
二
日
に
筑
前
藩
領
に
移
転
す
る
際
の
条
件
を
提
示
し
て
い

る
。

　
　
［
史
料
一
四
］

　
　

�

同
二
日
水
野
丹
後
共
々
三
使
に
面
会
、
五
卿
方
御
内
意
申
諭
候
、
先
づ
山

口
新
城
相
毀
ち
候
事
無
之
幕
府
命
し
て
山
口
城
を
毀
た
し
む
、
長
候
父
子
御
退

隠
之
平
常
之
通
、
京
都
御
謹
慎
之
公
卿
方
不
残
御
解
免
平
常
之
通
相
成
り

候
上
に
て
、
而
後
五
卿
方
御
身
上
に
及
候
様
、（
中
略
）
其
上
な
ら
て
は

筑
前
へ
御
遷
座
被
遊
候
事
不
相
成
段
申
聞
候
、
三
使
も
承
引
に
て
北
岡
は

本
国
へ
小
智
真
藤
二
人
は
芸
州
総
督
府
迄
右
之
段
為
申
通
今
日
発
足
す（

（11
（

、

　

こ
こ
で
は
五
卿
が
自
ら
の
存
在
を
梃
に
、
政
治
的
要
求
を
行
っ
て
い
る
姿
が

窺
え
る
。
な
お
、
五
卿
か
ら
の
条
件
が
提
示
さ
れ
た
翌
日
に
は
月
形
洗
蔵
（
筑

前
藩
士
）
ら
が
改
め
て
五
卿
の
も
と
を
訪
問
し
て
お
り
、
征
長
軍
の
解
兵
に
は

五
卿
の
九
州
諸
藩
へ
の
身
柄
移
転
が
必
須
で
あ
る
旨
を
説
い
て
い
る
。
ま
た
、

そ
の
際
「
薩
藩
弊
藩
［
筑
前
藩
―
註
］
同
論（

（11
（

」
と
言
上
し
た
そ
う
だ
が
、
こ
れ

を
聞
い
た
五
卿
は
納
得
し
三
条
が
「
天
下
之
御
為
ニ
付
而
ハ
如
何
と
も
進
退
可

致
候
」
と
自
筆
で
認
め
た
書
状
を
月
形
は
獲
得
す
る（

（11
（

。
こ
の
こ
と
は
、
筑
前
藩

領
へ
の
身
柄
移
転
の
確
約
を
三
条
か
ら
得
た
こ
と
を
意
味
し
た
。

　

さ
て
、
月
形
に
自
筆
の
書
状
を
認
め
筑
前
藩
領
へ
の
身
柄
移
転
を
約
し
た
五

卿
で
あ
っ
た
が
、
未
だ
そ
の
身
柄
を
移
す
気
配
は
無
か
っ
た
。
一
五
日
、
こ
う

し
た
五
卿
に
対
し
て
土
方
・
水
野
両
名
は
移
転
を
決
心
す
る
よ
う
迫
る
。
こ
こ
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に
至
り
五
卿
は
移
転
を
行
う
決
心
を
す
る
が（

（11
（

、
一
五
日
は
功
山
寺
に
お
い
て
高

杉
晋
作
が
兵
を
挙
げ
、
萩
政
府
と
の
対
立
姿
勢
を
鮮
明
化
さ
せ
た
日
で
も
あ
っ

た
。
こ
の
高
杉
の
挙
兵
を
受
け
て
、
萩
政
府
は
翌
一
六
日
に
長
州
諸
隊
に
向
け

て
「
厳
重
御
手
当
」
を
示
す
。
そ
こ
で
は
人
馬
な
ど
を
長
州
諸
隊
に
供
給
す
る

こ
と
を
禁
ず
る
旨
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
［
史
料
一
五
］

　
　

一�

小
郡
之
探
索
者
飯
田
民
蔵
萩
近
辺
之
探
索
者
武
波
仁
蔵
帰
蔵
申
分
ニ
、

諸
駅
々
々
町
兵
・
農
兵
相
固
メ
殊
之
外
旅
人
通
行
六
ヶ
敷
由
、
其
他
別

事
は
無
之
此
度
之
惣
触
写
を
取
帰
候
処
左
之
通
、

　
　
　

�

此
度
奇
兵
隊
其
外
諸
隊
之
者
共
御
趣
意
相
背
候
付
、
厳
重
御
手
当
被
仰

付
候
事

　
　

一
諸
隊
者
共
へ
於
駅
々
人
馬
等
触
込
候
共
継
立
申
間
敷
候
事
、

　
　

一
諸
隊
之
者
如
何
様
申
掛
候
共
米
銀
一
向
貸
渡
申
間
敷
候
事
、

　
　

一
諸
隊
之
者
食
物
其
外
一
切
売
渡
申
間
敷
候
事
、

　
　
　

�

右
之
廉
々
相
背
キ
惣
て
諸
隊
之
者
荷
担
ヶ
間
敷
仕
候
者
は
、
屹
度
御
咎

可
被
仰
付
候
事（

（11
（

、

　

こ
の
萩
政
府
の
対
応
を
受
け
て
、
一
八
日
に
三
条
西
・
四
条
が
萩
に
向
け
て

出
立
す
る（

（11
（

。
萩
政
府
が
「
厳
重
御
手
当
」
を
触
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
事

情
を
問
い
質
す
た
め
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
二
〇
日
に
三
条
西
ら
は
「
御
出
萩
之

節
は
如
何
様
之
御
失
礼
致
候
哉
も
難
計
段
」
と
の
藩
政
府
側
か
ら
の
通
知
を
受

け
て
、
萩
行
き
を
断
念
し
て
い
る（

（11
（

。
こ
の
萩
政
府
側
の
強
硬
な
態
度
の
理
由
と

し
て
は
、
こ
の
時
点
で
既
に
萩
政
府
は
正
義
派
の
幹
部
層
を
斬
罪
に
処
し
て
お

り
、
長
州
諸
隊
を
討
伐
す
る
方
針
に
決
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
し

て
、
こ
の
情
報
が
長
州
諸
隊
に
届
く
と
（
二
二
日
）、
長
州
諸
隊
・
萩
政
府
両

勢
力
の
対
立
は
決
定
的
な
も
の
と
な
っ
た（

（12
（

。

　

こ
の
長
州
諸
隊
と
萩
政
府
の
対
立
の
状
況
を
受
け
て
、
月
形
の
周
旋
活
動
に

変
化
が
生
じ
る
。
こ
れ
ま
で
五
卿
に
対
し
て
早
期
に
筑
前
藩
領
へ
の
移
転
を
行

う
よ
う
要
請
し
て
い
た
月
形
で
あ
っ
た
が（

（12
（

、
二
〇
日
に
は
そ
の
方
針
を
転
換
し

五
卿
の
存
在
を
梃
に
し
た
周
旋
活
動
を
展
開
し
始
め
た
。

　
　
［
史
料
一
六
］

　
　

十
二
月
廿
日　

筑
前
藩
月
形
洗
蔵
参
殿
申
上
候
次
第
、

　
　
　

一
解
兵
之
事
、

　
　
　

一
削
土
無
之
様
之
事
、

　
　
　

一
国
内
鎮
撫
之
道
相
立
候
事
、

　
　
　
　

�

右
三
ヶ
条
実
功
不
相
立
而
は
対
長
州
家
美
濃
守
御
引
受
難
被
申
、
仍

而
加
藤
司
書
ヲ
以
芸
州
ニ
於
而
、
督
府
江
被
為
申
入
碇
与
書
付
を
も

受
取
参
候
筈
ニ
付
、
御
期
限
御
治
定
ニ
は
相
成
居
候
得
共
、
右
聞
届

之
旨
浅
香
一
索
今
中
作
兵
衛
両
人
之
内
罷
出
申
上
候
迄
は
、
御
動
座

不
被
遊
候
様
奉
存
候
事
、

　
　
　

一�

御
動
座
之
砌
御
鎮
撫
之
道
不
相
立
沸
騰
置
候
ハ
ヽ
、
筑
前
よ
り
決
而

御
引
受
無
之
御
断
ニ
相
成
候
筈
之
事
、

　
　
　

一�
筑
前
一
藩
へ
五
卿
様
御
一
同
被
為
入
候
儀
、
尾
張
惣
督
越
前
副
将
肥

薩
要
職
之
者
同
道
ニ
而
、
筑
前
へ
罷
越
美
濃
守
江
申
達
取
極
候
事
、

　
　
　
　
　

尾
張
若
井
鍬
吉
応
接
之
儀
有
之
同
意
之
旨
書
面
差
出
候
、
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越
前　

毛
受
鹿
之
助
、

　
　
　
　
　

肥
後　

長
谷
川
仁
右
衛
門
、

　
　
　
　
　

薩
州　

吉
井
幸
輔
、（
以
下
省
略（

（12
（

）

　

な
お
、
こ
の
周
旋
活
動
の
方
針
転
換
の
背
景
に
は
、
長
州
諸
隊
の
窮
状
を
側

面
か
ら
援
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
月
形
の
独
断
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ

る
と
の
指
摘
が
あ
る
が（

（12
（

、
筆
者
も
同
意
見
で
あ
る
。
や
が
て
、
二
九
日
に
は
根

来
上
総
が
五
卿
に
面
会
し
、
長
州
諸
隊
・
萩
政
府
両
勢
力
の
衝
突
が
不
可
避
で

あ
る
た
め
筑
前
藩
領
に
移
転
す
る
よ
う
五
卿
に
対
し
て
言
上
す
る
。
こ
こ
に
至

り
五
卿
は
萩
政
府
の
「
反
正
」
を
諦
め
、
元
治
二
年
（
一
八
六
五
）
正
月
一
四

日
に
長
州
藩
の
藩
船
に
乗
り
込
み
、
筑
前
藩
領
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た（

（12
（

。

終
章

　

以
上
、
本
稿
で
は
長
州
藩
領
滞
在
時
の
三
条
ら
七
卿
（
六
卿
・
五
卿
）
や
そ

の
従
者
の
動
向
に
関
し
て
検
討
し
、
文
久
・
元
治
期
の
政
局
に
お
け
る
位
置
に

つ
い
て
検
討
し
た
。
ま
ず
、
第
一
章
で
は
三
条
が
幕
末
政
局
に
お
い
て
注
目
を

浴
び
る
要
因
を
理
解
す
る
た
め
、
在
京
時
（
文
久
期
）
に
お
け
る
活
動
か
ら
そ

の
政
治
思
想
な
ど
を
概
観
し
、
周
囲
か
ら
三
条
が
い
か
な
る
眼
差
し
を
向
け
ら

れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

　

三
条
は
文
久
二
年
の
五
月
一
〇
日
か
ら
朝
議
に
お
い
て
政
治
活
動
を
展
開
し

始
め
た
が
、
そ
の
存
在
は
当
初
か
ら
「
若
年
な
が
ら
も
搢
紳
中
の
大
立
者
」
と

し
て
注
目
を
集
め
て
い
た
。
ま
た
、
同
年
に
三
条
は
別
勅
使
と
し
て
任
命
さ
れ

そ
の
名
声
を
さ
ら
に
高
め
る
が
、そ
れ
を
契
機
に
多
く
の
急
進
派
の
人
々
（「
即

時
攘
夷
」
論
者
）
が
接
近
し
始
め
る
。
し
か
し
、
三
条
は
あ
く
ま
で
朝
議
改
革

派
の
公
家
に
過
ぎ
ず
、「
攘
夷
」
実
践
に
際
し
て
は
［
史
料
一
］
で
見
た
よ
う

に
、
現
実
的
な
方
策
を
模
索
し
て
い
た
。
だ
が
、
別
勅
使
に
任
じ
ら
れ
て
以

降
、
急
進
派
の
勢
力
と
密
な
交
流
を
交
わ
す
よ
う
に
な
っ
た
三
条
は
、
周
囲
か

ら
朝
議
に
お
け
る
「
即
時
攘
夷
」
論
者
の
第
一
人
者
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
ま
た
、
文
久
三
年
以
降
は
周
囲
か
ら
の
注
目
・
親
密
な
関
係
を
構
築
し
て

い
た
長
州
・
土
佐
の
急
進
派
の
暴
走
が
徐
々
に
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
三
条
は

次
第
に
そ
の
精
神
を
疲
弊
さ
せ
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
同
年
七
月
に
は
か
な
り
深

刻
な
状
態
に
陥
っ
て
い
た
が
（「
三
条
黄
門
所
労
之
由
過
分
之
重
任
終
損
精
神

歟（
（12
（

」）、
三
条
は
急
進
派
を
切
り
捨
て
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
自
ら
の
政
治

基
盤
を
喪
失
す
る
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
文
久
三
年
以
降
の
三

条
は
長
州
・
土
佐
の
急
進
派
の
人
々
と
そ
の
言
動
を
先
鋭
化
さ
せ
る
が
、
八
月

一
八
日
の
政
変
に
至
る
ま
で
そ
の
傾
向
は
続
く
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
三
条
に

対
す
る
誤
っ
た
認
識
は
、
都
か
ら
離
れ
て
い
た
時
期
に
お
い
て
も
引
き
続
き

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
注
目
を
浴
び
る
要
因
を
形
成
し
た
。

　

続
く
第
二
章
で
は
、
京
都
か
ら
離
れ
て
い
た
頃
の
三
条
、
特
に
長
州
藩
領
に

滞
在
し
て
い
た
時
期
（
文
久
・
元
治
期
）
に
焦
点
を
当
て
、
都
落
ち
し
て
い
た

三
条
が
い
か
に
「
国
事
」
に
対
応
し
て
い
た
の
か
を
検
討
し
た
。
京
都
を
出
立

し
た
七
卿
は
文
久
三
年
八
月
二
一
日
、
宮
部
に
檄
文
を
持
た
せ
て
四
国
地
域
の

周
辺
諸
藩
に
派
遣
し
て
お
り
、
早
速
周
旋
活
動
を
展
開
し
た
。
そ
し
て
、
三
条

ら
は
九
月
か
ら
長
州
藩
領
に
滞
在
し
、
約
一
年
三
ヶ
月
の
時
間
を
そ
こ
で
過
ご

す
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
当
該
期
間
の
三
条
は
「
諸
藩
を
説
き
て
闔
国
の
士
民
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を
一
致
さ
せ
、
速
に
攘
夷
の
功
を
奏
し
叡
慮
を
安
し
奉
」
る
と
い
う
意
識
に
基

づ
い
て
活
動
し
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
広
範
な
「
人
的
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

網
を
築
こ
う
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
範
囲
は
水
戸
藩
の
武
田
耕
雲
斎
な

ど
遠
方
の
人
物
に
も
及
ん
で
お
り
、
三
条
の
「
国
事
」
に
関
す
る
周
旋
活
動
が

並
々
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
文
久
四
年

（
元
治
元
年
）
に
な
る
と
、
三
条
ら
の
従
者
な
ど
か
ら
即
時
上
京
論
が
噴
出
す

る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
急
進
的
意
見
に
三
条
ら
は
苦
慮
す
る
よ
う
に
な
る
。
結

果
、
三
条
ら
は
元
治
元
年
の
五
月
に
は
「
萬
一
の
場
合
不
覚
の
事
無
之
様
兵
力

を
以
東
上
の
事
」
と
急
進
派
の
従
者
た
ち
に
対
し
て
妥
協
を
余
儀
無
く
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　

禁
門
の
変
で
長
州
勢
が
敗
北
し
た
後
、
三
条
ら
の
置
か
れ
た
立
場
は
よ
り
一

層
複
雑
な
も
の
と
な
っ
た
。
彼
ら
が
勅
勘
を
蒙
っ
て
い
る
立
場
な
の
に
加
え

て
、
長
州
藩
が
朝
敵
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
う
し
た
背
景
も

あ
っ
て
、
長
州
藩
内
の
情
勢
は
保
守
派
と
正
義
派
と
の
対
立
で
混
迷
を
極
め
る

が
、
こ
の
責
任
を
一
身
に
取
る
形
で
九
月
に
周
布
が
自
害
す
る
。
こ
れ
を
契
機

に
正
義
派
の
メ
ン
バ
ー
は
藩
政
の
中
枢
か
ら
追
い
落
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
長

州
諸
隊
と
保
守
派
の
対
立
激
化
の
序
章
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
保
守
派

が
萩
政
府
の
要
職
を
占
め
る
状
況
の
「
反
正
」
を
試
み
る
た
め
、
三
条
ら
は
周

旋
活
動
を
展
開
す
る
。
結
果
、
こ
の
周
旋
活
動
は
実
を
結
ぶ
こ
と
は
無
か
っ

た
。

　

だ
が
そ
の
一
方
で
、
元
治
元
年
の
冬
頃
か
ら
政
治
問
題
化
し
て
い
た
五
卿
の

身
柄
待
遇
問
題
に
関
す
る
周
旋
活
動
を
通
し
て
、
薩
摩
・
筑
前
両
藩
が
政
治
的

距
離
を
接
近
さ
せ
て
い
た
点
に
注
目
し
た
い
。
つ
ま
り
、
三
条
を
媒
介
に
薩

摩
・
筑
前
両
藩
は
政
治
的
距
離
を
接
近
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
踏

ま
え
る
と
、
三
条
の
存
在
・
活
動
は
各
政
治
勢
力
の
交
流
・
接
近
を
促
進
し
た

点
で
意
義
が
あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
月
形
や
長
州
諸
隊
は
三
条
の
存
在
を
政

治
的
カ
ー
ド
と
し
て
利
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
こ
こ
か
ら
は
様
々
な
利
害

関
係
を
持
つ
人
々
か
ら
三
条
に
対
し
て
期
待
の
眼
差
し
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え

る
。
加
え
て
、
当
時
三
条
が
広
範
な
「
人
的
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網
を
構
築
し
、

「
国
事
」
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
三
条
の
存

在
を
核
と
し
て
彼
の
滞
在
し
て
い
た
土
地
に
「
国
事
」
に
関
す
る
情
報
が
集
ま

り
、
そ
れ
に
基
づ
き
三
条
は
「
国
事
周
旋
」
に
取
り
組
ん
で
い
た
と
言
え
る
。

そ
し
て
、
長
州
藩
領
に
滞
在
し
た
こ
と
は
明
治
期
以
降
の
三
条
に
も
影
響
を
及

ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
西
洋
文
明
を
摂
取
す
る
重
要
性
を
こ
の

時
期
に
三
条
は
認
識
し（

（12
（

、
ま
た
様
々
な
身
分
の
人
々
と
の
交
流
を
通
し
て
、
そ

の
視
野
を
広
げ
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
、
明
治
政
府
に

お
け
る
太
政
大
臣
と
し
て
の
活
躍
の
土
壌
が
、
亡
命
期
に
お
け
る
経
験
に
基
づ

く
も
の
に
求
め
ら
れ
る
と
言
え
よ
う
。
た
だ
、
こ
の
点
を
含
め
て
都
落
ち
し
て

い
た
時
期
の
三
条
の
歴
史
的
位
置
を
考
え
る
際
に
は
、
太
宰
府
滞
在
期
（
元
治

二
年
～
慶
応
三
年
）
に
関
す
る
分
析
も
踏
ま
え
た
上
で
、
両
者
の
連
続
性
を
意

識
し
な
が
ら
そ
の
意
義
づ
け
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
本
稿
で
は
紙
面
の
都
合
上
、
そ
の
分
析
を
行
う
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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注

（
１
）　

現
在
、
三
条
に
対
す
る
人
物
評
価
は
「
お
人
好
し
」「
無
能
」
と
い
っ
た
評
価

か
ら
脱
却
し
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
毛
利
敏
彦
の
研
究
に
あ
る
よ
う
な
三
条
認
識

が
未
だ
根
強
く
残
っ
て
い
る
。
毛
利
は
『
明
治
六
年
政
変
』（
中
央
公
論
新
社
、

二
〇
一
八
年
、
初
出
：
一
九
七
九
年
）
の
中
で
三
条
に
関
し
て
、「
正
院
は
、

も
っ
ぱ
ら
各
省
が
つ
く
り
だ
し
た
既
成
事
実
の
追
認
と
調
整
に
追
わ
れ
、
積
極

的
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
た
事
例
は
少
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
三
条
太

政
大
臣
の
力
量
不
足
か
ら
き
た
と
い
え
よ
う
が
」（
九
〇
頁
）「［
大
臣
の
職
務
は

―
註
］
実
際
に
は
参
議
の
決
定
事
項
を
天
皇
に
取
次
ぐ
連
絡
係
兼
捺
印
係
同
然

で
あ
り
、
政
務
上
の
実
権
を
失
っ
て
棚
上
げ
さ
れ
た
か
た
ち
と
な
っ
た
。
凡
庸

な
三
条
に
は
ふ
さ
わ
し
い
扱
い
と
い
え
よ
う
」（
九
一
頁
）
と
い
っ
た
辛
辣
な
評

価
を
下
し
て
お
り
、
ま
た
明
治
六
年
政
変
の
際
に
三
条
が
機
能
不
全
に
陥
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
も
、「
小
心
な
三
条
は
、
気
の
毒
に
も
、
重
な
る
心
労
に
と
う
と

う
高
熱
を
発
し
て
卒
倒
」（
一
九
四
頁
）
し
た
と
の
指
摘
を
し
て
い
る
。
だ
が
、

そ
の
根
拠
を
毛
利
は
議
論
の
中
で
示
し
て
お
ら
ず
、
こ
う
し
た
三
条
評
に
は
修

正
の
余
地
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
２
）　

当
該
運
動
の
到
達
点
に
関
し
て
、
井
上
は
行
政
・
軍
事
力
を
持
つ
幕
府
と
朝

廷
の
両
者
の
融
和
関
係
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
を
見
出
し
て
い
る
（
井
上
勲
編

『
開
国
と
幕
末
の
動
乱
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
、
三
七
頁
～
三
八
頁
）。

（
３
）　

天
野
真
志
『
幕
末
の
学
問
・
思
想
と
政
治
運
動
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
一

年
。

（
４
）　

本
稿
で
は
天
野
の
指
摘
を
踏
ま
え
、
国
事
周
旋
の
概
念
の
定
義
を
「
勢
力
間

の
対
立
の
仲
介
」
と
い
う
「
周
旋
」
の
語
義
に
基
づ
き
、「「
国
事
」
に
関
し
て

対
立
す
る
両
勢
力
の
仲
介
・
多
様
な
「
人
的
」
交
流
網
を
構
築
す
る
行
為
」
と

す
る
。

（
５
）　

梶
原
は
征
長
軍
解
兵
の
周
旋
活
動
が
い
ち
早
く
筑
前
藩
で
採
ら
れ
た
背
景
に
、

㊀
尊
攘
派
と
保
守
派
の
利
害
関
係
の
一
致
㊁
黒
田
斉
溥
や
藩
内
の
尊
攘
派
の
薩

摩
藩
と
の
深
い
繋
が
り
の
存
在
を
挙
げ
て
い
る
（
梶
原
良
則
「
長
州
出
兵
を
め

ぐ
る
政
治
情
況
」『
史
淵
』
一
二
九
号
、
一
九
九
二
年
、
三
九
頁
～
六
三
頁
）。

な
お
、
梶
原
は
文
久
三
年
に
お
け
る
筑
前
藩
の
国
事
周
旋
運
動
の
失
敗
の
要
因

な
ど
に
つ
い
て
も
分
析
を
行
っ
て
い
る
（
梶
原
良
則
「
文
久
期
に
お
け
る
福
岡

藩
の
政
治
動
向
」『
福
岡
大
学
人
文
論
叢
』
第
二
五
巻　

第
三
号
、
一
九
九
三

年
、
八
頁
～
二
九
頁
）。

（
６
）　

井
上
忠
「
筑
前
藩
の
五
卿
周
旋
運
動
に
つ
い
て
」『
人
文
論
叢
』
第
六
巻　

第

二
・
三
号
、
一
九
七
四
年
、
一
頁
～
二
八
頁
。

（
７
）　

町
田
明
広
『
幕
末
文
久
期
の
国
家
戦
略
と
薩
摩
藩
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
〇

年
。
同
「
第
一
次
長
州
征
伐
に
お
け
る
薩
摩
藩
」『
神
田
外
国
語
大
学
日
本
研
究

所
紀
要
』
第
八
号
、
二
〇
一
六
年
、
一
頁
～
二
九
頁
。
同
『
薩
長
同
盟
論
』
人

文
書
院
、
二
〇
一
八
年
。
佐
々
木
克
『
幕
末
政
治
と
薩
摩
藩
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
四
年
。

（
８
）　

前
掲
「
第
一
次
長
州
征
伐
に
お
け
る
薩
摩
藩
」、
二
四
頁
～
二
五
頁
。
ま
た
、

高
橋
は
西
郷
が
征
長
軍
解
兵
に
お
い
て
寛
典
論
を
唱
え
る
よ
う
に
な
っ
た
契
機

を
、
長
州
諸
隊
の
幹
部
と
の
面
会
に
見
出
し
て
い
る
（
高
橋
秀
直
『
幕
末
維
新

の
政
治
と
天
皇
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
、
二
六
六
頁
～
二
九
九
頁
）。

（
９
）　

三
谷
博
『
明
治
維
新
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
七
年
、

二
一
三
頁
。
前
掲
『
幕
末
維
新
の
政
治
と
天
皇
』、
七
一
頁
～
二
三
〇
頁
。

（
10
）　

田
口
由
香
「
文
久
二
年
藩
是
転
換
ま
で
の
長
州
藩
の
動
向
」『
山
口
県
史
研

究
』
一
六
号
、
二
〇
〇
八
年
、
二
三
頁
～
四
三
頁
。

（
11
）　

青
山
忠
正
『
明
治
維
新
と
国
家
形
成
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
、

二
一
七
頁
～
二
二
一
頁
。

（
12
）　

芳
即
正
『
坂
本
龍
馬
と
薩
長
同
盟
』
高
城
書
房
、
一
九
九
八
年
、
一
二
一
頁

～
一
三
八
頁
。
前
掲
『
薩
長
同
盟
論
』
人
文
書
院
、
一
〇
五
～
一
二
一
頁
。

（
13
）　

笹
部
昌
利
「
幕
末
期
公
家
の
政
治
意
識
形
成
と
そ
の
転
回
」『
佛
教
学
総
合
研

究
所
紀
要
』
第
八
号
、
二
〇
〇
一
年
、
二
五
頁
～
四
四
頁
。
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（
14
）　

佐
々
木
隆
「
内
大
臣
時
代
の
三
条
実
美
」（
沼
田
哲
編
『
明
治
天
皇
と
政
治
家

群
像
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
、
二
三
五
頁
～
二
八
四
頁
）。
奈
良
勝
司

「
近
代
日
本
形
成
に
お
け
る
意
思
決
定
の
位
相
と
「
公
議
」」『
日
本
史
研
究
』

六
一
八
号
、
二
〇
一
四
年
、
一
四
三
頁
～
一
七
四
頁
。

（
15
）　

な
お
、
近
年
は
三
条
の
個
人
伝
記
が
相
次
い
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
刑
部
芳
則
『
三
条
実
美　

孤
独
の
宰
相
と
そ
の
一
族
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
六
年
）・
内
藤
一
成
『
三
条
実
美　

維
新
政
権
の
「
有
徳
の
為
政
者
」』

（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
九
年
）。

（
16
）　

本
章
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
笹
部
・
内
藤
両
氏
の
議
論
に
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多

か
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

（
17
）　

宮
内
省
図
書
寮
編
『
三
條
実
美
公
年
譜
』
宗
高
書
房
、
一
九
六
九
年
復
刻
、

七
六
頁
。
徳
富
猪
一
郎
『
三
条
實
萬
公　

三
条
實
美
公
』
梨
木
神
社
鎮
座
五
十

年
記
念
祭
奉
賛
会
、
一
九
三
五
年
、
一
二
三
頁
。『
三
條
実
美
公
年
譜
』
は
三
条

の
顕
彰
事
業
の
一
環
で
、
宮
内
省
が
主
導
し
て
編
纂
し
た
史
料
で
あ
る
。
ま
た
、

編
年
体
を
叙
述
の
体
裁
と
し
て
採
用
し
て
お
り
、
多
様
な
史
料
を
基
に
編
集
さ

れ
た
三
条
実
万
・
実
美
父
子
の
伝
記
的
性
格
を
含
有
す
る
史
料
で
あ
る
。
一
方
、

『
三
条
實
萬
公　

三
条
實
美
公
』
は
徳
富
猪
一
郎
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
史
料

で
、
今
日
で
は
閲
覧
が
難
し
い
史
料
も
一
部
含
ま
れ
て
い
る
。

（
18
）　

瑞
山
会
編
『
維
新
土
佐
勤
王
史
』
冨
山
房
、
一
九
一
二
年
、
一
四
六
頁
。
本

史
料
は
高
知
出
身
の
有
志
で
構
成
さ
れ
た
瑞
山
会
が
編
纂
し
た
史
料
で
、
武
市

半
平
太
に
関
す
る
記
録
を
は
じ
め
、
幕
末
に
命
を
落
と
し
た
志
士
な
ど
に
関
す

る
諸
記
録
を
網
羅
し
た
史
料
で
あ
る
。

（
19
）　

日
本
史
籍
協
会
編
『
続
再
夢
紀
事
』
第
一
、
侯
爵
松
平
家
蔵
版
、
一
九
二
七

年
、
四
六
頁
～
四
七
頁
。『
続
再
夢
紀
事
』
は
、
中
根
雪
江
（
越
前
藩
士
）
が
明

治
二
〇
年
代
に
編
纂
の
担
い
手
と
な
り
、
完
成
し
た
史
料
で
あ
る
。
な
お
、『
続

再
夢
紀
事
』
に
は
文
久
二
年
八
月
二
八
日
か
ら
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
一
〇

月
の
間
の
書
翰
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
松
平
春
嶽
に
関
連
す

る
も
の
が
多
い
。

（
20
）　

前
掲
『
続
再
夢
紀
事
』
第
一
、二
一
〇
頁
。

（
21
）　

宮
内
庁
蔵
版
『
孝
明
天
皇
紀
』
第
四
、
平
安
神
宮
、
一
九
六
八
年
、
四
〇
二

頁
。

（
22
）　

日
本
史
籍
協
会
編
『
七
卿
西
竄
始
末
』
三
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
二

年
、
三
頁
。『
七
卿
西
竄
始
末
』
は
三
条
ら
七
卿
の
伝
記
的
性
格
を
含
む
史
料

で
、
三
条
ら
が
慶
応
三
年
に
帰
洛
す
る
ま
で
の
経
緯
を
記
録
し
た
史
料
で
あ
る
。

本
来
、
七
卿
全
員
の
実
歴
を
編
纂
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
編
者
の
馬
場
文
英

が
作
業
の
途
中
で
死
去
し
、
そ
の
作
業
が
中
断
さ
れ
た
た
め
現
在
残
っ
て
い
る

の
は
「
三
条
実
美
公
記
」
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

（
23
）　

前
掲
『
七
卿
西
竄
始
末
』
三
、三
一
～
三
二
頁
。

（
24
）　

鹿
児
島
県
維
新
史
料
編
さ
ん
所
編
『
鹿
児
島
県
史
料　

忠
義
公
史
料
』
第
三

巻
、
鹿
児
島
県
、
一
九
七
六
年
、
六
三
頁
～
六
五
頁
。『
忠
義
公
史
料
』
は
、
薩

摩
藩
士
の
市
来
四
郎
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
島
津
忠
義
の
時
代
の
史
料
集
で
あ

る
。
ま
た
、
そ
の
時
代
対
象
は
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
か
ら
明
治
五
年

（
一
八
七
二
）
に
わ
た
り
、
特
徴
と
し
て
は
藩
外
か
ら
の
史
料
も
収
集
し
た
点
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。　

（
25
）　

前
掲
『
七
卿
西
竄
始
末
』
三
、二
一
九
頁
。

（
26
）　

末
松
謙
澄
『
修
訂
防
長
回
天
史
』
柏
書
房
、
一
九
八
〇
年
、
五
三
四
頁
。『
修

訂
防
長
回
天
史
』
は
毛
利
家
の
歴
史
編
纂
事
業
の
一
環
で
編
纂
さ
れ
た
史
料
で
、

天
保
期
を
そ
の
叙
述
の
起
点
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
維
新
（
史
）
を
総
括

的
に
捉
え
よ
う
と
し
て
お
り
、
原
典
が
失
わ
れ
た
史
料
も
網
羅
し
て
い
る
点
も

本
史
料
の
特
色
で
あ
る
。

（
27
）　

日
本
史
籍
協
会
編
『
回
天
実
記
』
一
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
二
年
、

四
頁
。『
回
天
実
記
』
は
土
方
久
元
の
日
記
で
、
文
久
三
年
八
月
一
八
日
に
筆
を

起
こ
し
、
明
治
元
年
の
正
月
元
旦
に
そ
の
筆
を
置
い
て
い
る
。
こ
の
期
間
は
三

条
ら
が
辛
苦
を
味
わ
っ
た
時
期
で
あ
り
、
明
治
維
新
史
に
お
い
て
重
要
な
時
期
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で
も
あ
る
。
ま
た
、
記
録
か
ら
は
土
方
の
諸
藩
士
や
三
条
ら
と
の
交
流
の
実
態
、

三
条
が
諸
藩
へ
の
周
旋
活
動
を
土
方
な
ど
に
命
じ
て
い
る
様
子
も
窺
え
、
当
時

の
三
条
を
評
価
す
る
際
に
も
重
要
な
史
料
と
言
え
る
。

（
28
）　

高
瀬
真
卿
編
『
竹
亭
回
顧
録 

維
新
前
後
』
博
文
堂
、
一
九
一
一
年
、
二
一
二

頁
。『
竹
亭
回
顧
録
』
は
七
卿
の
一
人
で
あ
っ
た
東
久
世
通
禧
の
回
想
録
で
あ

る
。

（
29
）　

前
掲
『
回
天
実
記
』
一
、四
～
五
頁
。
な
お
、
翌
二
七
日
に
土
方
は
三
条
の
直

書
に
対
す
る
長
訓
の
返
書
を
受
け
取
っ
て
お
り
、
九
月
一
日
に
そ
の
返
書
を
三

条
の
も
と
に
届
け
て
い
る
。

（
30
）　

長
州
藩
政
府
内
部
で
は
、
京
都
の
情
勢
が
明
ら
か
で
な
い
状
況
で
七
卿
の
身

柄
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
反
対
の
意
見
が
上
が
っ
て
お
り
、
藩
政
府
と
し
て
は

七
卿
に
帰
洛
の
勧
告
を
す
る
方
針
に
決
し
て
い
た
（
前
掲
『
修
訂
防
長
回
天
史
』、

五
三
九
頁
）。

（
31
）　

青
山
は
脱
藩
浪
士
が
自
由
に
動
き
回
れ
る
と
い
う
そ
の
立
場
の
特
質
上
、
国

事
周
旋
運
動
に
お
い
て
優
位
性
を
発
揮
し
得
る
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
（
青
山
忠
正
『
幕
末
維
新
奔
流
の
時
代
』
文
英
堂
、
一
九
九
六
年
、

一
三
二
頁
）。

（
32
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
第
一
章
で
確
認
し
た
当
時
の
三
条
に
対
す
る
認
識
な

ど
に
依
拠
し
た
。

（
33
）　

前
掲
『
回
天
実
記
』
一
、六
頁
。

（
34
）　

前
掲
『
回
天
実
記
』
一
、七
頁
。

（
35
）　

ま
た
、
八
日
に
は
笠
間
藩
の
儒
者
で
あ
る
加
藤
有
隣
に
対
し
て
、
九
州
諸
藩

に
対
す
る
周
旋
活
動
を
命
じ
て
い
る
点
も
付
言
し
て
お
く
（
塙
瑞
比
古
編
『
榊

陰
年
譜
：
附
加
藤
櫻
老
小
傳
』
笠
間
稲
荷
神
社
、
一
九
七
九
年
、
一
七
四
頁
～

一
七
五
頁
）。『
榊
陰
年
譜
』
は
加
藤
有
隣
の
日
記
史
料
で
あ
り
、
文
久
二
年
の

元
旦
（
一
八
六
二
）
に
筆
を
起
こ
し
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
の
一
二
月
晦

日
に
筆
を
置
い
て
い
る
。

（
36
）　

前
掲
『
回
天
実
記
』
一
、一
一
頁
。

（
37
）　

前
掲
『
回
天
実
記
』
一
、九
頁
。

（
38
）　

前
掲
『
回
天
実
記
』
一
、一
一
頁
。

（
39
）　

前
掲
『
回
天
実
記
』
一
、一
二
頁
。

（
40
）　

前
掲
『
回
天
実
記
』
一
、一
三
頁
。

（
41
）　

三
条
の
従
者
で
あ
っ
た
尾
崎
三
良
は
、「
三
田
尻
は
、
四
通
八
達
の
所
で
あ
り

ま
し
て
色
々
の
人
が
澤
山
で
て
来
て
、
七
卿
に
遇
い
た
い
と
言
つ
て
様
々
の
事

を
言
ふ
て
く
る
か
ら
、
こ
れ
は
甚
だ
宜
し
く
な
い
」
と
い
う
意
見
が
藩
政
府
側

か
ら
上
が
っ
た
こ
と
が
そ
の
理
由
で
あ
っ
た
と
後
に
回
想
し
て
い
る
（
尾
崎
三

良
「
七
卿
落
の
事
実
談
」
日
本
史
籍
協
会
編
『
維
新
史
料
編
纂
会
講
演
速
記
録
』

三
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
七
年
所
収
、
一
七
〇
頁
）。
な
お
、
文
久
三
年

一
一
月
一
三
日
時
点
で
三
条
は
湯
田
に
、
そ
の
他
五
卿
は
氷
上
山
真
光
院
に
身

柄
を
移
し
て
い
る
（
前
掲
『
回
天
実
記
』
一
、二
一
頁
）。

（
42
）　

前
掲
『
修
訂
防
長
回
天
史
』、
五
三
九
頁
。

（
43
）　

こ
の
長
知
の
上
京
は
八
月
一
八
日
の
政
変
を
受
け
て
、
斉
溥
が
三
藩
連
合
の

必
要
性
を
痛
感
し
た
こ
と
が
背
景
に
存
在
し
た
（
成
松
正
隆
『
加
藤
司
書
の
周

辺
』
西
日
本
新
聞
社
、
一
九
九
七
年
、
二
〇
七
頁
～
二
〇
八
頁
）。

（
44
）　

中
村
武
生
『
池
田
屋
事
件
の
研
究
』
講
談
社
、
二
〇
一
一
年
、
一
〇
〇
頁
～

一
三
六
頁
を
参
照
。

（
45
）　

前
掲
『
回
天
実
記
』
一
、一
四
頁
～
一
五
頁
。

（
46
）　

前
掲
『
修
訂
防
長
回
天
史
』、
五
三
四
頁
。

（
47
）　

前
掲
『
回
天
実
記
』
一
、一
六
頁
～
一
七
頁
。

（
48
）　

鹿
児
島
県
歴
史
史
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
編
『
鹿
児
島
県
史
料　

玉
里
島
津
家

史
料
』
四
、
鹿
児
島
県
、
一
九
九
五
年
、
一
六
頁
～
一
八
頁
。
な
お
、
本
史
料

の
年
代
推
定
は
『
三
条
實
萬
公　

三
条
實
美
公
』
に
依
っ
た
（
前
掲
『
三
条
實

萬
公　

三
条
實
美
公
』、
一
九
三
頁
）。『
玉
里
島
津
家
史
料
』
は
、
玉
里
島
津
家

か
ら
黎
明
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
史
料
郡
で
あ
り
、
島
津
久
光
に
関
連
す
る
内
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容
の
文
書
類
を
多
く
掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
内
訳
は
文
久
年
間
か
ら
慶

応
年
間
ま
で
の
間
で
半
数
を
占
め
て
お
り
、
久
光
の
み
な
ら
ず
藩
内
外
の
人
々

の
書
簡
・
辞
令
・
報
告
書
な
ど
を
収
録
し
て
い
る
の
も
特
徴
で
あ
る
。

（
49
）　

塙
瑞
比
古
編
『
加
藤
櫻
老
小
伝
』
加
藤
櫻
老
先
生
顕
彰
会
、
一
九
三
四
年
、

三
六
頁
。

（
50
）　

前
掲
『
三
條
実
美
公
年
譜
』、
一
六
〇
頁
～
一
六
一
頁
。

（
51
）　

六
卿
の
従
者
か
ら
請
願
が
行
わ
れ
た
の
と
同
じ
日
、
宮
部
鼎
蔵
ら
が
京
都
よ

り
帰
還
し
、「
上
国
の
近
状
」
を
土
方
に
伝
え
て
い
る
（
前
掲
『
回
天
実
記
』

一
、三
一
頁
）。

（
52
）　

前
掲
『
三
條
実
美
公
年
譜
』、
一
六
一
頁
。

（
53
）　

前
掲
『
回
天
実
記
』
一
、三
二
頁
。

（
54
）　

前
掲
『
回
天
実
記
』
一
、三
六
頁
。

（
55
）　

前
掲
『
回
天
実
記
』
一
、三
四
頁
。

（
56
）　

な
お
、こ
れ
と
同
じ
日
に
丹
羽
出
雲
守
（
正
雄
）
が
京
都
か
ら
到
着
し
「
種
々

新
聞
」
を
伝
え
て
い
る
（
前
掲
『
回
天
実
記
』
一
、三
八
頁
）。
推
測
で
し
か
な

い
が
、
こ
の
「
種
々
新
聞
」
と
は
「
横
浜
鎖
港
」
が
新
た
な
国
是
と
な
っ
た
こ

と
な
ど
が
情
報
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

（
57
）　

前
掲
『
回
天
実
記
』
一
、三
九
頁
～
四
〇
頁
。

（
58
）　

前
掲
『
回
天
実
記
』
一
、四
〇
頁
。

（
59
）　

前
掲
『
回
天
実
記
』
一
、五
一
頁
～
五
二
頁
。

（
60
）　

前
掲
『
回
天
実
記
』
一
、五
四
頁
、
六
一
頁
。

（
61
）　

こ
の
元
治
元
年
三
月
に
お
け
る
出
来
事
と
し
て
一
つ
付
け
加
え
て
お
く
と
、

二
二
日
に
山
口
徳
之
進
（
正
定
・
水
戸
藩
士
）
が
土
方
の
も
と
を
訪
問
し
、「
上

国
之
形
勢
」
を
伝
え
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
「
上
国
之
形
勢
」
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
三
月
の
初
め
に
参
与
会
議
が
解
体
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し

た
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
（
前
掲
『
回
天
実
記
』
一
、四
五
頁
）。

（
62
）　

前
掲
『
回
天
実
記
』
一
、五
七
頁
。

（
63
）　

前
掲
『
三
條
実
美
公
年
譜
』、
一
七
九
頁
。

（
64
）　

前
掲
『
加
藤
司
書
の
周
辺
』、
二
三
二
頁
。

（
65
）　

前
掲
『
回
天
実
記
』
一
、五
七
頁
～
六
〇
頁
。

（
66
）　

元
徳
と
長
知
と
の
会
談
の
様
子
な
ど
そ
の
他
詳
細
な
情
報
は
、「
世
子
小
郡
駅

の
対
談
」（
山
口
県
文
書
館
所
蔵
、
毛
利
家
文
庫
七
五
維
新
記
事
雑
録
二
〇
九
）

を
参
照
。

（
67
）　

前
掲
『
回
天
実
記
』
一
、六
三
頁
。

（
68
）　

前
掲
『
回
天
実
記
』
一
、六
六
頁
～
六
七
頁
。

（
69
）　

前
掲
『
修
訂
防
長
回
天
史
』、
六
〇
九
頁
～
六
一
一
頁
。

（
70
）　
「
伊
藤
和
義
日
記
」（
日
本
史
籍
協
会
編
『
維
新
日
乘
纂
輯
』
第
四
、
東
京
大

学
出
版
会
、
一
九
六
九
年
所
収
）、
二
五
八
頁
。「
伊
藤
和
義
日
記
」
は
、
三
条

の
従
者
で
土
佐
藩
の
脱
藩
浪
士
で
あ
っ
た
、
伊
藤
甲
之
進
（
和
義
）
の
日
記
で

あ
る
。

（
71
）　

こ
の
黒
田
の
書
簡
を
受
け
取
っ
た
三
条
は
、
使
者
と
し
て
遣
わ
さ
れ
た
喜
多

岡
勇
平
（
筑
前
藩
士
）
な
ど
に
対
し
て
、「
攘
夷
之
叡
旨
を
遵
奉
し
長
藩
連
合
を

以
て
尽
力
之
程
希
望
」
す
る
旨
を
返
答
と
し
て
伝
え
て
い
る
（
前
掲
『
回
天
実

記
』
一
、八
三
頁
～
八
四
頁
）。

（
72
）　

前
掲
『
回
天
実
記
』
一
、八
八
頁
。

（
73
）　

前
掲
『
回
天
実
記
』
一
、九
〇
頁
～
九
一
頁
。

（
74
）　

前
掲
『
回
天
実
記
』
一
、九
二
頁
～
九
四
頁
。

（
75
）　

前
掲
『
修
訂
防
長
回
天
史
』、
六
四
四
頁
。

（
76
）　

前
掲
『
回
天
実
記
』
一
、九
六
頁
～
九
七
頁
。

（
77
）　

前
掲
『
回
天
実
記
』
一
、九
九
頁
。

（
78
）　

前
掲
『
回
天
実
記
』
一
、一
〇
〇
頁
。

（
79
）　

高
田
御
殿
と
は
、
高
田
に
位
置
し
た
井
上
五
郎
三
郎
（
井
上
馨
の
兄
）
か
ら

借
り
上
げ
た
屋
敷
地
に
新
た
に
増
築
し
た
何
遠
亭
を
指
す
。
ま
た
、
湯
田
御
殿

と
は
湯
田
往
還
に
隣
接
し
て
い
た
草
刈
藤
太
の
邸
宅
の
こ
と
で
、
前
町
御
殿
は
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湯
田
に
あ
る
龍
泉
寺
の
こ
と
。
な
お
、
間
取
り
な
ど
そ
の
他
詳
細
な
情
報
に
つ

い
て
は
「
七
卿
方
山
口
御
下
リ
之
節
御
旅
館
差
図
」（
山
口
県
文
書
館
所
蔵
、
毛

利
家
文
庫
五
八
絵
図
五
六
七
）
を
参
照
。

（
80
）　

前
掲
『
回
天
実
記
』
一
、一
一
四
頁
。

（
81
）　

前
掲
『
回
天
実
記
』
一
、一
一
六
頁
。

（
82
）　
［
史
料
一
一
］
で
触
れ
る
が
、
三
条
は
「
攘
夷
」
の
実
行
の
た
め
に
八
月
初
め

に
備
前
行
き
を
一
旦
中
止
し
て
お
り
、
そ
の
熱
意
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ

た
。

（
83
）　

前
掲
『
明
治
維
新
』、
二
〇
一
二
年
、
一
二
二
頁
。

（
84
）　

前
掲
『
三
條
実
美
公
年
譜
』、
二
一
一
頁
。

（
85
）　

前
掲
『
回
天
実
記
』
一
、一
二
〇
頁
。

（
86
）　

前
掲
『
回
天
実
記
』
一
、一
二
三
頁
。

（
87
）　

前
掲
『
修
訂
防
長
回
天
史
』、
六
九
〇
頁
。

（
88
）　

前
掲
『
回
天
実
記
』
一
、一
二
七
頁
。

（
89
）　

前
掲
「
長
州
出
兵
を
め
ぐ
る
政
治
情
況
」、
四
一
頁
～
四
九
頁
を
参
照
。

（
90
）　

前
掲
註
五
を
参
照
。

（
91
）　

な
お
、
そ
の
他
に
条
件
と
し
て
征
長
総
督
が
求
め
て
い
た
の
は
、
㊀
長
州
藩

主
父
子
・
三
支
藩
主
（
清
末
・
徳
山
・
岩
国
）
の
自
筆
の
伏
罪
書
の
提
出
㊁
新

築
の
山
口
城
棄
却
の
二
点
で
あ
っ
た
。

（
92
）　

前
掲
『
回
天
実
記
』
一
、一
二
八
頁
。

（
93
）　

一
〇
月
二
一
日
に
、
土
方
は
政
事
堂
で
「
俗
論
家
の
光
景
及
藩
公
御
父
子
萩

表
に
て
の
御
処
置
」
に
関
す
る
詳
細
を
聞
き
、
こ
の
情
報
は
土
方
に
よ
っ
て
三

条
西
・
壬
生
両
名
に
も
た
ら
し
て
い
る
（
前
掲
『
回
天
実
記
』
一
、一
三
〇
頁
）。

こ
う
し
た
情
報
は
、
五
卿
の
須
佐
行
き
決
定
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
言
え
よ
う
。

（
94
）　

前
掲
『
回
天
実
記
』
一
、一
三
二
頁
。

（
95
）　

前
掲
「
七
卿
落
の
事
実
談
」、
二
一
八
頁
。

（
96
）　

一
〇
月
三
日
に
、
敬
親
・
藩
政
府
の
要
路
は
山
口
を
出
立
し
て
萩
城
に
移
っ

て
い
る
（
三
宅
紹
宣
『
幕
末
維
新
の
政
治
過
程
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
一
年
、

一
三
五
頁
）。

（
97
）　

前
掲
『
回
天
実
記
』
一
、一
三
二
頁
。

（
98
）　

前
掲
『
回
天
実
記
』
一
、一
三
九
頁
～
一
四
〇
頁
。

（
99
）　

一
九
日
に
五
卿
は
元
周
・
元
純
の
両
名
に
面
会
し
、
彼
ら
か
ら
「
反
正
」
に

尽
力
す
る
旨
の
発
言
を
引
き
出
し
た
。
や
が
て
、
二
六
日
に
元
周
ら
は
萩
に
向

け
て
出
立
し
、「
反
正
」
の
た
め
の
周
旋
活
動
に
努
め
る
こ
と
と
な
る
（
前
掲

『
回
天
実
記
』
一
、一
四
三
頁
）。

（
100
）　

前
掲
『
回
天
実
記
』
一
、一
四
〇
頁
。

（
101
）　

前
掲
『
回
天
実
記
』
一
、一
四
二
頁
。

（
102
）　
「
奇
兵
隊
日
記
」（
田
中
彰
監
修
『
定
本　

奇
兵
隊
日
記
』
上
、
マ
ツ
ノ
書
店
、

一
九
九
八
年
所
収
）、
四
七
五
頁
。「
奇
兵
隊
日
記
」
は
、
文
久
三
年
六
月
の
奇

兵
隊
結
成
か
ら
明
治
二
年
一
一
月
の
解
散
に
至
る
ま
で
の
間
作
成
さ
れ
た
史
料

で
あ
る
。
ま
た
、
本
史
料
の
主
な
内
容
は
奇
兵
隊
の
活
動
記
録
で
あ
る
が
、
他

に
も
絵
図
や
関
連
す
る
諸
記
録
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
史
料
は
奇
兵

隊
の
解
散
後
に
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
史
料
を
収
集
し
、
収
録
し
て
い
る
経
緯
か

ら
、
奇
兵
隊
に
関
係
の
な
い
史
料
も
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
点
は
留
意
す
る
必

要
が
あ
る
。

（
103
）　

日
本
史
籍
協
会
編
『
吉
川
経
幹
周
旋
記
』
第
二
、
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
七
〇
年
、
三
〇
一
頁
。『
吉
川
経
幹
周
旋
記
』
は
、
岩
国
藩
の
藩
主
で
あ
る

吉
川
経
幹
の
「
国
事
周
旋
」
な
ど
に
関
す
る
記
録
で
あ
り
、
ま
た
征
長
問
題
を

考
え
る
際
の
史
料
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
赤
根
が
主
張
す
る
「
土

着
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
っ
き
り
と
は
分
か
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、「［
長
州
―

註
］
諸
隊
を
存
続
さ
せ
る
た
め
の
基
盤
確
保
を
意
図
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」

（
前
掲
『
明
治
維
新
と
国
家
形
成
』、
六
八
頁
）
と
い
っ
た
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、

長
州
諸
隊
存
続
を
目
的
と
し
た
請
願
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

（
104
）　

前
掲
『
吉
川
経
幹
周
旋
記
』
第
二
、三
〇
二
頁
。
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（
105
）　

前
掲
『
幕
末
維
新
の
政
治
過
程
』、
一
四
〇
頁
～
一
四
一
頁
。

（
106
）　

西
郷
隆
盛
全
集
委
員
会
編
『
西
郷
隆
盛
全
集
』
第
一
巻
、
大
和
書
房
、

一
九
七
六
年
、
四
七
一
頁
。『
大
西
郷
全
集
』
は
西
郷
に
関
す
る
史
料
で
あ
る

が
、
主
に
島
津
家
の
家
誌
編
纂
事
業
の
過
程
で
収
集
さ
れ
た
も
の
な
ど
を
翻
刻

し
、
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
107
）　
「
督
府
征
長
紀
事
」（
日
本
史
籍
協
会
編
『
幕
府
征
長
記
録
』
東
京
大
学
出
版

会
、
一
九
七
三
年
復
刻
所
収
）、
一
三
二
頁
。「
督
府
征
長
紀
事
」
は
、
元
治
元

年
七
月
か
ら
慶
応
元
年
の
閏
五
月
の
間
に
下
さ
れ
た
朝
命
と
幕
命
の
中
で
、
尾

張
藩
に
関
す
る
も
の
を
収
録
し
た
史
料
で
あ
る
。

（
108
）　

こ
の
点
に
関
し
て
、
斉
溥
は
征
長
総
督
の
徳
川
慶
勝
に
宛
て
た
書
簡
で
以
下

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
去
年
脱
走
い
た
し
是
迄
長
州
滞
在
之
三
条
実
美
初
五

人
之
輩
、
長
州
よ
り
受
取
壱
人
ツ
ツ
御
自
分
［
黒
田
斉
溥
―
註
］
並
細
川
越
中

守
有
馬
中
務
大
輔
松
平
修
理
大
夫
松
平
肥
前
守
へ
預
置
筈
候
間
、
夫
々
受
取
方

難
行
届
節
ハ
越
中
守
初
申
合
兵
力
を
以
速
ニ
臨
機
之
処
置
可
申
渡
候
事
、」「
送

迎
解
釈
紀
事
」（
太
宰
府
市
史
編
集
委
員
会
編
『
太
宰
府
市
史　

近
世
資
料
編
』

太
宰
府
市
、
一
九
九
六
年
所
収
。
句
読
点
は
筆
者
の
手
に
よ
る
）、
八
四
二
頁
。

「
送
迎
解
釈
紀
事
」
は
筑
前
藩
の
五
卿
の
身
柄
の
受
け
入
れ
か
ら
、
五
卿
の
帰
洛

に
至
る
ま
で
に
関
す
る
経
緯
を
記
録
し
た
史
料
で
あ
る
。
ま
た
、
史
料
の
編
纂

に
あ
た
っ
て
は
藩
の
日
記
・
記
録
類
か
ら
関
係
記
事
を
収
集
し
、
編
年
体
の
体

裁
で
史
料
引
用
が
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
な
お
、
本
史
料
は
「
従
二
位
黒

田
長
溥
公
伝
」
編
纂
の
基
礎
史
料
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
点
は
本
史
料
の
史
料

的
価
値
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
。

（
109
）　

前
掲
「
送
迎
解
釈
紀
事
」、
八
三
七
頁
。

（
110
）　

前
掲
「
送
迎
解
釈
紀
事
」、
八
三
七
頁
。

（
111
）　

前
掲
「
送
迎
解
釈
紀
事
」、
八
三
一
頁
～
八
三
二
頁
。

（
112
）　

前
掲
『
回
天
実
記
』
一
、一
四
三
頁
～
一
四
四
頁
。

（
113
）　

前
掲
『
回
天
実
記
』
一
、一
四
六
頁
～
一
四
七
頁
。

（
114
）　

こ
の
点
に
関
し
て
、
尾
崎
は
「
只
筑
前
使
節
の
云
ふ
事
の
み
な
れ
ば
元
よ
り

信
を
措
く
に
足
ら
ず
と
雖
も
、
薩
州
の
西
郷
等
の
誓
言
す
る
処
な
れ
ば
之
を
信

じ
、
遂
に
筑
前
に
渡
海
す
る
こ
と
に
決
す
」（
尾
崎
三
良
『
尾
崎
三
良
自
叙
略

伝
』
上
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
六
年
、
七
二
頁
）
と
後
年
に
回
想
し
て
い

る
。
薩
摩
藩
の
中
心
人
物
で
あ
る
西
郷
へ
信
頼
を
寄
せ
て
い
る
様
子
は
、
慶
応

年
間
の
三
条
と
薩
摩
藩
の
関
係
性
の
土
壌
が
醸
成
さ
れ
始
め
て
い
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
頃
の
西
郷
は
三
条
を
「
国
家
之
柱

石
」
と
し
て
「
大
藩
同
心
に
て
尊
王
之
意
振
張
い
た
し
、
夷
船
摂
海
ニ
迫
候
を

討
攘
之
後
、
幕
吏
之
奸
を
可
払
と
薩
筑
申
合
」
せ
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
よ
う

で
あ
る
（
前
掲
「
送
迎
解
釈
紀
事
」、
八
五
二
頁
）。
こ
の
西
郷
の
発
言
は
、
五

卿
の
身
柄
移
転
問
題
に
お
け
る
周
旋
活
動
の
中
で
、
薩
摩
藩
・
筑
前
藩
の
両
藩

が
五
卿
に
ど
の
よ
う
な
眼
差
し
を
向
け
て
い
た
の
か
を
理
解
す
る
上
で
示
唆
に

富
む
も
の
と
言
え
よ
う
。

（
115
）　

前
掲
「
送
迎
解
釈
紀
事
」、
八
四
九
頁
。

（
116
）　

日
本
史
籍
協
会
編
『
七
卿
西
竄
始
末
』
五
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
三

年
、
一
一
五
頁
。
な
お
、
五
卿
は
筑
前
藩
領
へ
の
移
転
を
了
承
す
る
に
あ
た
り
、

一
六
日
か
ら
一
〇
日
間
の
滞
在
の
猶
予
を
願
い
出
て
い
る
（
前
掲
「
送
迎
解
釈

紀
事
」、
八
五
〇
頁
～
八
五
一
頁
）。

（
117
）　

前
掲
「
奇
兵
隊
日
記
」、
四
八
六
頁
～
四
八
八
頁
。

（
118
）　

前
掲
「
奇
兵
隊
日
記
」、
四
八
五
頁
。

（
119
）　

前
掲
「
奇
兵
隊
日
記
」、
四
八
六
頁
～
四
八
八
頁
。

（
120
）　

前
掲
「
奇
兵
隊
日
記
」、
四
八
七
頁
。
ま
た
、
征
長
軍
解
兵
の
周
旋
活
動
に
あ

た
っ
て
い
た
西
郷
も
小
松
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
、
高
杉
の
挙
兵
・
正
義
派
幹

部
が
斬
首
さ
れ
る
事
態
に
至
り
「
頓
と
調
和
の
道
も
絶
え
果
て
」
て
し
ま
っ
た

と
書
き
記
し
て
い
る
（
前
掲
『
西
郷
隆
盛
全
集
』
第
一
巻
、
四
七
一
頁
）。

（
121
）　

前
掲
『
回
天
実
記
』
一
、一
五
一
頁
～
一
五
二
頁
。

（
122
）　
「
水
野
丹
後
手
記
」（
岩
崎
英
重
編
『
維
新
日
乘
纂
輯
』
第
二
、
日
本
史
籍
協
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会
、
一
九
二
五
年
所
収
）、
四
一
六
頁
。

（
123
）　

前
掲
「
長
州
出
兵
を
め
ぐ
る
政
治
情
況
」、
五
二
頁
。
な
お
、
こ
う
し
た
月
形

の
申
し
出
に
対
し
五
卿
も
違
和
感
を
覚
え
た
の
か
、
斉
溥
自
筆
の
書
簡
な
ど
を

月
形
に
要
求
し
て
い
る
（
前
掲
『
回
天
実
記
』
一
、一
六
八
頁
～
一
六
九
頁
）。

（
124
）　

前
掲
『
回
天
実
記
』
一
、一
五
一
頁
～
一
五
二
頁
。
霞
会
館
華
族
資
料
調
査
委

員
会
編
『
東
久
世
通
禧
日
記
』
別
巻
、
霞
会
館
、
一
九
九
五
年
、
五
七
頁
。

（
125
）　

日
本
史
籍
協
会
編
『
中
山
忠
能
日
記
』
第
一
巻
、
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
七
三
年
、
一
〇
七
頁
。

（
126
）　

三
条
ら
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
馬
関
戦
争
の
顛
末
を
見
届
け
て
い
た
が
、「
破
約

攘
夷
」
を
藩
論
に
掲
げ
て
い
た
長
州
藩
が
そ
れ
を
放
棄
し
た
衝
撃
は
彼
ら
に

と
っ
て
大
き
か
っ
た
（
前
掲
『
三
條
実
美
公
年
譜
』、
二
一
一
頁
）。
こ
の
馬
関

戦
争
の
際
に
、
山
県
有
朋
は
「
敵
の
上
陸
し
て
散
兵
を
以
て
進
む
を
見
て
大
に

悟
る
所
あ
り
、
又
其
携
帯
す
る
所
の
利
器
を
見
て
兵
の
強
弱
は
軍
略
の
如
何
に

係
る
こ
と
勿
論
な
れ
ど
も
、
銃
砲
の
利
純
は
大
に
勝
敗
の
数
に
関
す
る
事
を
明

ら
か
に
せ
り
」（「
懐
旧
記
事
」
日
本
史
籍
協
会
編
『
山
縣
公
遺
稿
・
こ
し
の
や

ま
か
ぜ
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
九
年
所
収
、
五
一
頁
。
句
読
点
は
筆
者

の
手
に
よ
る
）
と
の
所
感
を
抱
い
た
と
後
年
回
想
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
う

し
た
思
い
は
三
条
ら
も
抱
い
た
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
れ
は
慶
応
三
年
に
「
英
国

歩
兵
練
法
読
」（
霞
会
館
華
族
資
料
調
査
委
員
会
編
『
東
久
世
通
禧
日
記
』
上

巻
、
霞
会
館
、
一
九
九
二
年
、
四
九
五
頁
）
と
い
っ
た
西
洋
文
明
を
摂
取
し
よ

う
と
す
る
姿
勢
に
表
れ
て
い
る
。
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Position of Sanjō Sanetomi in the Context of Japanese History 
from 1861 to 1865: 

With Focus on Sanjō’s Stay in the Chōshū Domain

AKAI Makoto

　　Japanese historians are recently re-evaluating the contribution of Sanjō Sanetomi （1837-
1891）. Reflecting this recent trend, the author considers the political position that Sanjō 
occupied in the history from 1861 to 1865, focusing on his stay in the Chōshū Domain 

［present Yamaguchi Prefecture］ from 1863 to 1865.
　　Sanjō was a court noble and started political activities in the fifth month （lunar 
calendar） of 1862. Since then, he stood in the limelight of politics as a reformer of the court 
council. Because he interacted closely with extremists in the Chōshū and Tosa ［present 
Kōchi Prefecture］ Domains, he came to be considered as the leader of exclusionists in the 
court. This had impact on people’s view on Sanjō while he was away from Kyoto.
　　As an outcome of the political disturbance or counter-coup d’etat on the 18th of the 
eighth month （lunar calendar, September 30 in the Gregorian calendar） in 1863, Sanjō and 
six other court nobles left Kyoto for Chōshū. Together the seven court nobles started to 
exercise influence on various people in order to realize the “exclusionism.” The seven court 
nobles also constructed a network of people for the “state affairs.” It is noteworthy that, 
while the base of the network was on the western regions of Japan, the network extended 
partially to regions in eastern Japan.
　　After the Chōshū exclusionist soldiers were defeated at the occasion of the Kin’mon 
Mutiny of the 19th of the seventh month （lunar calendar, August 20 in the Gregorian 
calendar） in 1864, those in support of exclusionism, including Sanjō and four other court 
nobles1 were put in an extremely difficult position. Movements started to expel the 
exclusionists from the administration of the Chōshū Domain. Sanjō also started to exercise 
influence in order to roll back.
　　At the same time, various factions debated where these five court nobles should be put 
under house-arrest. At that time, politicians of the Satsuma ［present western Kagoshima 
Prefecture］ and Chikuzen ［present northwestern Fukuoka Prefecture］ Domains attempted 
to exercise influence on this issue. This resulted in the close cooperation between the two 
domains. This cooperation was one of the results of Sanjō’s previously creating broad 
network of people.
　　The author’s analysis has clarified the historical significance of Sanjō’s political position 
before 1866 and of the seven court nobles leaving Kyoto in 1863.

Keywords: Modern Japanese history, political history, era prior to the Meiji Restoration, 
court nobles.

1�　One of the seven nobles left the group on the 28th day of the ninth month in 1863, and another died on the 
25th day of the fourth month in 1864.

赤井　誠

(26)

22-12-187　(01)_逆丁縦組_赤井誠様_178号.indd   26 2023/03/17   15:42:37


